
(57)【要約】

　従来の椎間板手術における失敗率を減少させることを

目的として、外科的に浸潤させ、又は、病理上の破裂の

後、縫合又はステントを挿入及び固着する他の手段によ

って、椎間板壁（線維輪）を修復し、再構築する椎間板

線維輪修復ステントを提供する。本発明の椎間板線維輪

ステントは、通常の修復過程を強化して正常細胞の成長

回復を促進することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 椎 間 板 線 維 輪 の 開 口 を 治 療 す る 装 置 で あ っ て 、 前 記 装 置 は 、 多 数 の 糸 状 要 素 で 形
成 さ れ た 、 放 射 状 の 直 径 を 有 す る 円 筒 体 と 、 該 円 筒 体 の 長 手 方 向 寸 法 の 範 囲 を 定 め る 第 １
端 部 及 び 第 ２ 端 部 と 、 を 備 え て 、 第 １ 形 状 と 第 ２ 形 状 と に な り 、 前 記 第 ２ 形 状 は 、 前 記 装
置 を 使 用 す る と 、 前 記 長 手 方 向 寸 法 の 少 な く と も 一 部 分 に 沿 っ て 相 対 的 に 大 き な 放 射 状 の
直 径 を 有 す る よ う に な る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 筒 体 は 、 前 記 第 １ 形 状 で は 、 椎 間 板 の 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 空 間 に 、 前 記 開 口 を 通
じ て 挿 入 さ れ る 大 き さ で あ り 、 前 記 第 ２ 形 状 で は 、 前 記 装 置 が 配 置 さ れ て 、 前 記 開 口 を 少
な く と も 部 分 的 に 覆 う 大 き さ に な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 形 状 は 、 前 記 第 １ 形 状 よ り も 相 対 的 に 短 い 長 手 方 向 寸 法 と な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス テ ン ト の 少 な く と も 一 部 分 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 軟 性 の 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス テ ン ト の 少 な く と も 一 部 分 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 生 体 吸 収 性 素 材 で 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ス テ ン ト の 少 な く と も 一 部 分 が 、 少 な く と も 部 分 的 に ナ イ ロ ン で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス テ ン ト の 少 な く と も 一 部 分 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 織 ら れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス テ ン ト の 少 な く と も 一 部 分 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 編 ま れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 関 連 出 願 の 相 互 参 照
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 願 は 、 １ ９ ９ ９ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ １ ６ ０ ， ７ １ ０ 号 の
利 益 を 主 張 す る 、 ２ ０ ０ １ 年 ９ 月 ５ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ９ ４ ７ ， ０ ７ ８
号 （ ２ ０ ０ ０ 年 １ 月 １ ８ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ４ ８ ４ ， ７ ０ ６ 号 の 継 続 出
願 ） の 継 続 出 願 で あ る ２ ０ ０ ２ 年 ４ 月 ２ ９ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 １ ０ ／ １ ３ ３ ， ３
３ ９ 号 の 継 続 出 願 で あ る 。 ま た 、 本 願 は 、 ２ ０ ０ １ 年 ７ 月 ３ １ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願
第 ６ ０ ／ ３ ０ ９ ， １ ０ ５ 号 の 利 益 を 主 張 す る も の で あ る 。 さ ら に 、 本 願 は ２ ０ ０ ２ 年 ２ 月
１ ５ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ /０ ７ ５ ， ６ １ ５ 号 の 継 続 出 願 で も あ る 。 前 述 し
た 各 出 願 の 全 て の 内 容 は 、 こ れ ら を 参 照 す る こ と に よ り 、 本 願 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に は 椎 間 板 線 維 輪 に 生 じ た 開 口 を 閉 鎖 、 封 止 及 び ／ 又 は 修 復 す る た め
の 方 法 及 び 植 え 込 み 型 医 療 装 置 に 関 す る 。 こ の 「 開 口 」 と の 用 語 は 、 椎 間 板 線 維 輪 の 切 開
手 術 の 結 果 と し て 、 又 は 自 然 に 生 じ た 亀 裂 （ 又 は 裂 け 目 ） と し て 当 該 線 維 輪 に 形 成 さ れ る
孔 を い う 。 ま た 、 本 発 明 は 、 一 般 的 に は 椎 間 板 壁 を 修 復 し 又 は 再 構 築 す る 外 科 手 術 上 の 装
置 及 び 方 法 に 関 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 椎 間 板 の 線 維 輪 を 修 復 す る 線 維 輪 修 復 装 置 、 又
は ス テ ン ト に 関 す る 。 該 ス テ ン ト は 天 然 素 材 又 は 合 成 素 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。 前 記
再 構 築 の 効 果 は 、 椎 間 板 壁 を 完 全 に 回 復 さ せ 、 及 び 一 般 的 な 外 科 手 術 （ 断 片 化 し た 椎 間 板
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の 除 去 又 は ヘ ル ニ ア 摘 出 ） の 失 敗 率 （ ３ ～ ２ １ ％ ） を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 外 科
手 術 は 、 米 国 に お い て 、 年 間 約 ３ ９ ０ ， ０ ０ ０ 件 行 わ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 脊 柱 は 多 数 の 椎 骨 か ら 形 成 さ れ て お り 、 該 椎 骨 は 通 常 の 状 態 に お い て 、 椎 間 板 に よ り 互
い に 分 離 さ れ て い る 。 こ の 椎 間 板 は 線 維 輪 及 び 髄 核 で 構 成 さ れ て い る 。 線 維 輪 及 び 髄 核 は
共 に 軟 性 組 織 で あ る 。 椎 間 板 は 、 脊 柱 に お い て 、 重 要 な 安 定 装 置 と し て 、 ま た 、 隣 接 す る
椎 体 間 の 力 を 分 布 さ せ る 機 構 と し て 機 能 す る 。 当 該 椎 間 板 が な い と 、 異 常 な 関 節 機 構 及 び
関 節 炎 変 化 の 早 期 進 展 に 伴 う 椎 間 腔 の 崩 壊 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 正 常 な 椎 間 板 は 、 髄 核 の 周 囲 を 取 り 囲 む 線 維 輪 と 呼 ば れ る 外 側 帯 状 リ ン グ を 有 す る 。 こ
の 線 維 輪 は 隣 接 す る 椎 骨 を 互 い に 結 び つ け る 。 ま た 、 線 維 輪 は 、 互 い に 斜 め に 交 差 し て 、
椎 骨 に 付 着 す る 膠 原 繊 維 で 構 成 さ れ て お り 、 そ の 椎 骨 が い ず れ か の 方 向 に 回 転 す る に つ れ
て 、 各 繊 維 の う ち 半 分 が 緊 張 し て 、 捻 り 又 は ね じ れ 運 動 に 抵 抗 す る 。 髄 核 は 、 そ の 重 量 の
約 ８ ５ ％ が 水 分 で あ る 緩 い 組 織 で 構 成 さ れ て お り 、 身 体 を 曲 げ る 際 に 前 後 左 右 に 移 動 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 椎 間 板 は 老 化 作 用 に よ り 次 第 に 変 化 し て い く 。 こ の 場 合 、 線 維 輪 は 柔 軟 性 及 び 弾 力 性 を
失 い 、 よ り 密 度 が 高 く な り 、 硬 い 組 織 に な っ て い く 。 老 化 し た 線 維 輪 に は 、 そ の 線 維 輪 壁
に ひ び 割 れ や 亀 裂 が 生 じ 又 は 拡 大 が 見 ら れ る よ う に な る 。 同 様 に 、 髄 核 は 乾 燥 し て 粘 度 が
増 大 し 流 動 性 を 失 う 。 老 化 し た 椎 間 板 の こ れ ら の 特 徴 が 組 み 合 わ さ る こ と で 、 つ ま り 、 髄
核 の 粘 度 増 大 に よ り 動 的 な 力 の 分 散 が 損 な わ れ 、 乾 燥 の た め 線 維 輪 が 力 の 集 中 に 耐 え ら れ
な く な り 、 柔 軟 性 が 失 わ れ 、 亀 裂 が 発 生 す る 。 こ の 亀 裂 は 病 気 や 他 の 病 的 状 態 に よ っ て も
生 じ る 。 ま た 、 亀 裂 は 線 維 輪 壁 を 貫 通 す る 裂 け 目 へ と 発 展 す る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 髄
核 は 、 そ の 裂 け 目 を 通 じ て 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 （ subannular） 部 分 の 内 部 か ら 外 部 へ と 、
時 に は 脊 柱 管 内 ま で 押 し 出 さ れ る （ 脱 出 す る ） 。 押 し 出 さ れ た 髄 核 は 脊 髄 や 脊 髄 神 経 根 を
機 械 的 に 圧 迫 す る 。 こ れ ら に よ る 痛 み を 伴 う 状 態 を 、 臨 床 上 、 椎 間 板 破 裂 又 は 椎 間 板 ヘ ル
ニ ア と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 線 維 輪 に 裂 け 目 が 生 じ る と 、 そ の 線 維 輪 開 口 部 分 の 髄 核 は 抵 抗 の 最 も 少 な い 経 路 を 辿 り
裂 け 目 へ と 移 動 し て 開 口 を 拡 げ 、 椎 間 板 壁 を 通 る 髄 核 の 移 動 を 可 能 と し 、 そ の 結 果 と し て
神 経 を 圧 迫 し 、 四 股 、 膀 胱 、 生 殖 器 及 び そ れ ぞ れ に 隣 接 す る 神 経 根 付 近 の 空 間 へ の 炎 症 物
質 の 漏 出 を 引 き 起 こ す 。 神 経 の 圧 迫 及 び 炎 症 の 実 際 的 な 影 響 は 、 背 中 や 首 に 耐 え 難 い 痛 み
を 誘 因 し 、 足 先 に 放 散 す る し び れ 、 衰 弱 、 及 び 末 期 に は 麻 痺 、 筋 萎 縮 を 生 じ さ せ 、 及 び ／
又 は 膀 胱 失 禁 や 内 臓 の 失 調 と し て 発 現 す る 。 加 え て 、 け が や 病 気 又 は そ の 他 の 変 性 疾 病 も
、 １ 以 上 の 椎 間 板 を 収 縮 、 崩 壊 、 劣 化 、 又 は 転 移 、 ヘ ル ニ ア 等 を 引 き 起 こ し 、 そ の 他 の 損
傷 や 障 害 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 椎 間 板 ヘ ル ニ ア 、 破 裂 、 又 は 椎 間 板 の 位 置 が ず れ た 場 合 等 、 こ れ ら を 治 療 す
る た め の 外 科 手 術 の 基 準 は 、 環 状 壁 を 再 構 築 し な い 破 片 の 除 去 や 神 経 減 圧 術 を 施 す こ と で
あ る 。 現 在 で も 、 こ れ は 受 け 入 れ ら れ 得 る も の で あ る が 、 最 善 で は な い 。 様 々 な 著 者 か ら
３ ． １ ～ ２ １ ％ の 確 率 で 椎 間 板 ヘ ル ニ ア が 再 発 す る こ と が 報 告 さ れ て お り 、 最 初 の 処 置 が
失 敗 し 及 び 同 一 症 状 に 対 す る 再 手 術 の 必 要 性 を 示 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 米 国 に お い て
は 、 毎 年 １ ０ ％ の 確 率 で 再 発 し 、 ３ ９ ， ０ ０ ０ 件 の 再 手 術 が 行 わ れ て い る こ と が 推 測 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 症 状 を 緩 和 す る 方 法 と し て 、 鎮 痛 を 目 的 と し た 、 痛 み を 持 つ が ヘ ル ニ ア 状 態 に は 至 ら な
い 椎 間 板 に お け る 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 領 域 を 加 熱 す る 熱 的 な 環 状 形 成 は あ る が 、 断 裂 し た
不 連 続 な 線 維 輪 壁 の 再 構 築 に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 髄 核 を 増 強 さ せ て 損 傷 を 受 け た 椎 間 板 を 修 復 す る 提 案 も あ り 、 髄 核 を 置 換 す る 様
々 な 試 み が 報 告 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 髄 核 の 増 強 が 是 認 さ れ る か 否 か に 関 わ ら ず 、 直 接
的 な 線 維 輪 の 修 復 を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 線 維 輪 へ の 直 接 的 、 外 科 的 な 修 復 を 行 う 又 は 伴 わ な い 様 々 な 外 科 的 な 切 開 を 評
価 す る た め の 動 物 実 験 が 行 わ れ て き た 。 こ れ ら の 研 究 は 、 健 康 な 動 物 に 対 し て 行 わ れ て お
り 、 髄 核 の 除 去 又 は 置 換 を 行 っ て い な い 。 こ の 実 験 の 立 案 者 は 、 線 維 輪 の 直 接 的 な 修 復 は
椎 間 板 の 治 癒 に 影 響 を 与 え な い こ と を 結 論 と し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 現 時 点 は 、 一 時 的 な も の で あ っ て も 、 線 維 輪 ス テ ン ト に よ り 増 強 さ れ た も の あ っ て も 、
線 維 輪 の 再 生 に 関 す る 方 法 は 、 存 在 し て い な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 転 移 し 、 脱 出 し 、 断 裂 し 又 は 他 の 損 傷 を 受 け た 椎 間 板 壁 を 再 構 築 す
る 方 法 及 び 当 該 方 法 に 関 連 す る 器 具 を 提 供 す る 。 本 発 明 で は 、 環 状 空 間 か ら 髄 核 が 移 動 す
る 経 路 と な る 開 口 を 有 し た 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 が あ る 椎 間 板 を 治 療 し 、 該 椎 間
板 を 再 構 築 す る 方 法 が 開 示 さ れ 、 開 口 を 通 過 し 得 る 寸 法 が 与 え ら れ た 第 １ の 形 状 （ 第 １ の
折 り 畳 み 形 状 ） と 、 少 な く と 一 方 向 の 寸 法 が 開 口 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 で あ り 、 且 つ 、 少
な く と も 一 方 向 の 寸 法 が 第 １ の 形 状 に 対 応 す る 寸 法 よ り も 大 き い 第 ２ の 開 拡 形 状 と 、 を 備
え た 開 拡 パ ッ チ を 提 供 す る こ と と 、 前 記 第 １ の 折 り 畳 み 形 状 で あ る 開 拡 パ ッ チ を 、 開 口 を
通 じ て 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 部 分 に 挿 入 す る こ と と 、 前 記 開 拡 パ ッ チ が 修 復 の 必 要 な 線 維 輪
部 分 内 で 開 拡 を 原 因 と し て 又 は 開 拡 す る こ と で 、 前 記 第 ２ の 開 拡 形 状 に よ り 開 口 を ブ リ ッ
ジ し 、 開 口 を 閉 塞 、 開 口 を 通 じ た 髄 核 の 移 動 を 防 止 及 び 組 織 の 再 接 近 を 介 し て 開 口 の 治 癒
を 促 進 す る こ と が で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 及 び 多 数 の 有 利 な 効 果 は 、 以 下 の 説 明 を 考 慮 す る こ と に よ り 明 ら か と な る
。 概 し て 、 植 え 込 み 型 医 療 装 置 は 、 開 口 を 通 じ た 髄 核 の 再 脱 出 を 減 少 さ せ る た め に 、 線 維
輪 に 挿 入 さ れ 、 配 置 さ れ 及 び 付 着 さ れ 、 メ カ ニ カ ル バ リ ア （ 障 壁 ） と し て 機 能 し 、 線 維 輪
壁 を 自 然 に 完 全 な 状 態 へ と 再 構 築 し 、 椎 間 板 壁 組 織 の 再 接 近 を 通 じ て 線 維 輪 の 治 癒 を 促 進
す る 。 開 口 の 治 癒 を 通 じ た 完 全 性 の 増 大 、 及 び 迅 速 性 の 増 大 及 び ／ 又 は こ れ ら を そ れ 以 上
に 増 大 さ せ る こ と は 、 椎 間 板 か ら の 髄 核 の 再 脱 出 及 び 結 果 と し て 生 じ る 背 痛 の 再 発 を さ ら
に 減 少 さ せ る こ と を 意 味 す る 。 加 え て 、 開 口 の 修 復 は 、 力 学 的 な 構 造 強 化 を 促 進 し 、 椎 間
板 が 潰 れ る 可 能 性 及 び 分 節 性 の 不 安 定 さ を 減 ら す こ と が で き る の で 、 結 果 と し て 外 科 手 術
後 に 背 痛 が 再 発 す る こ と を 減 少 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 髄 核 再 脱 出 の 可 能 性 を 減 少 さ せ る 開 口 の 修 復 は 、 神 経 根 周 囲 の 癒 着 物 形 成 を 有
利 に 減 少 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 椎 間 板 の 髄 核 物 質 は 、 神 経 に 対 し て 有 毒 で あ り
、 神 経 周 囲 に 炎 症 の 増 加 を 引 き 起 こ し 、 回 復 後 に は 瘢 痕 形 成 （ 癒 着 又 は 硬 膜 外 線 維 症 ） の
増 加 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ て い る 。 神 経 根 の 周 囲 に 生 じ る 癒 着 は 連 続 し た 背 痛 を 引 き 起
こ す 。 癒 着 形 成 の あ ら ゆ る 減 少 は 将 来 の 痛 み の 再 発 を 減 少 さ せ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 の １ つ は 、 椎 間 板 か ら の 髄 核 脱 出 の メ カ ニ カ ル バ リ ア 、 線 維 輪 及 び 開 口 の
周 囲 組 織 の た め の メ カ ニ カ ル な 完 全 性 、 及 び 早 期 回 復 の 促 進 、 開 口 の さ ら な る 完 全 な 治 癒
を 促 進 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 説 明 の 大 部 分 は 、 外 科 手 術 、 例 え ば 、 椎 間 板 切 除 術 （ discectomy） （ ヘ ル ニ ア を 起 こ し
た 髄 核 片 を 除 去 す る た め に 行 う 外 科 手 術 ） 等 の 後 に お け る 椎 間 板 の 修 復 に 関 し て 行 わ れ る
が 、 本 発 明 に よ る 装 置 は 、 椎 間 板 線 維 輪 の 切 開 を 含 む 他 の 処 置 に も 適 用 す る こ と も で き る
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。 修 復 技 術 が 必 要 と さ れ る 他 の 手 術 の 一 例 に は 、 本 来 の 髄 核 が 変 性 し た 場 合 に 、 そ の 機 能
を 置 換 す る の た め の 植 え 込 み 型 髄 核 に よ る 髄 核 の 置 換 － 椎 間 板 核 代 替 （ nucleus replacem
ent） － 等 が 含 ま れ る 。 こ の 場 合 、 本 発 明 の 目 的 は 、 置 換 髄 核 を 椎 間 板 空 間 内 に 維 持 さ せ
る 点 で 類 似 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 環 状 補 助 パ ッ チ ／ ス テ ン ト は 、 椎 間 板 の 線 維 輪 を 修 復 す る た め に 適 用
す る こ と が で き る 。 最 も 簡 易 な 形 態 と し て は 、 線 維 輪 の 修 復 に お い て 、 筋 膜 （ fascial）
自 己 移 植 片 の パ ッ チ を 線 維 輪 補 助 空 間 に 配 置 及 び 固 定 す る こ と が 含 ま れ 、 開 口 周 り の 組 織
を 再 接 近 さ せ る 一 方 で 、 ２ 以 上 の 縫 合 を 付 加 的 に 採 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 開 口
を 修 復 す る た め に 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 部 分 及 び 壁 が 関 連 付 け ら れ る こ と で 、 例 え ば 、 開
口 の 外 側 表 面 の み を 封 孔 処 理 （ シ ー リ ン グ ） し 又 は 開 口 範 囲 内 の み を 封 孔 処 理 す る 等 の 従
来 技 術 に 比 べ 、 幾 つ か の 有 利 な 効 果 が あ る 。 環 状 補 助 面 を 採 用 す る 修 復 の 第 １ の 有 利 な 効
果 は 、 椎 間 板 の よ う に 放 射 状 に 拡 が る 環 状 （ 又 は 楕 円 ） 圧 縮 室 が 持 つ 物 理 的 性 質 か ら 導 か
れ る 。 内 壁 の シ ー リ ン グ は 外 壁 に 対 す る 曲 率 半 径 を 小 さ く す る こ と が で き る と い っ た 固 有
の 有 利 な 効 果 を 有 す る の で 、 ラ プ ラ ス の 法 則 に 従 い 、 パ ッ チ は 、 そ こ に 加 え ら れ る あ ら ゆ
る 圧 力 を 、 他 の 全 て が 同 等 の 状 態 に 保 た れ て 低 圧 と し て 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ー リ ン グ を 完 全 な も の と す る た め に 内 面 を 利 用 す る 他 の 有 利 な 効 果 は 、 該 椎 間 板 内 に
お け る 通 常 の 圧 力 が 、 椎 間 板 内 の 内 壁 に 対 す る 装 置 の シ ー リ ン グ 性 を 増 す こ と が で き る と
い っ た 点 に あ る 。 他 方 、 線 維 輪 の 外 面 に 対 し て 修 復 を 行 う と 、 椎 間 板 は 一 定 の 圧 力 に さ ら
さ れ て い る の で 、 装 置 周 縁 か ら 漏 れ が 生 じ る と い っ た 固 有 の リ ス ク を 伴 う こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 線 維 輪 の 内 面 を 利 用 す る こ と に よ る 、 従 来 技 術 を 超 え た 本 発 明 の 他 の 有 利 な 効 果 は 、 線
維 輪 の 外 面 か ら 突 出 し た 装 置 部 分 の 持 つ リ ス ク を 減 少 さ せ る こ と に あ る 。 線 維 輪 の 外 側 か
ら 実 質 的 に 突 出 す る 装 置 は 、 神 経 根 及 び ／ 又 は 脊 柱 管 に 非 常 に 近 接 す る こ と に な る の で 、
当 該 神 経 根 及 び ／ 又 は 脊 柱 管 に 損 傷 を 与 え る と い っ た リ ス ク が あ る 。 こ の よ う な 構 造 に よ
り 引 き 起 こ さ れ る 損 傷 は 、 慢 性 的 な 痛 み 、 失 禁 、 大 腸 機 能 障 害 、 麻 痺 症 を 生 じ さ せ る 原 因
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に は 、 修 復 に よ る 完 全 性 の 向 上 を 促 進 す る た め に 、 開 口 周 り の 組 織 、 並 び
に 線 維 輪 の 内 面 及 び 外 面 を 引 き 寄 せ る 概 念 が 取 り 入 れ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 従 う 装 置 の 技 術 （ 術 式 ） 及 び 配 置 の 一 例 は 以 下 の 通 り で あ る ：
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ． 図 ３ ２ Ａ 、 図 ３ ２ Ｂ 、 図 ３ ３ Ａ 、 図 ３ ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 ヘ ル ニ ア 摘 出 処 置 を 施 し
、 椎 間 板 空 間 内 か ら 髄 核 の 一 部 を 除 去 し た 後 の 線 維 輪 壁 に は 、 例 え ば 、 約 ６ ｍ ｍ × ２ ｍ ｍ
程 度 の 開 口 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ２ ． 次 に 、 例 え ば 、 図 ３ ４ に 示 し た よ う に 、 ２ 以 上 の 縫 合 糸 を 、 線 維 輪 表 面 の 上 部 か ら
後 部 に か け て 通 し 、 椎 間 板 内 の 空 間 に 押 し 込 ん で 、 筋 膜 自 己 移 植 片 を 受 け る た め の ” ス リ
ン グ （ sling） ” を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ３ ． 患 者 か ら 、 例 え ば 、 約 １ ０ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 程 度 の 傍 脊 柱 筋 膜 組 織 片 が 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ４ ． 図 ３ ５ に 示 し た よ う に 、 自 己 移 植 片 は 、 折 り 畳 ま れ 及 び 圧 縮 さ れ て 、 線 維 輪 の 開 口
を 通 過 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ５ ． 図 ３ ６ に 示 し た よ う に 、 自 己 移 植 片 は 、 ス リ ン グ 内 に お い て 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪
壁 に 近 接 さ せ る た め に 、 線 維 輪 内 で 非 圧 縮 状 態 及 び 方 向 付 け ら れ て 第 ２ 形 状 に さ れ る 。 自
己 移 植 片 は 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 部 分 に 完 全 に 挿 入 さ れ る 。 ま た 、 図 ３ ６ に 示 し た よ う に
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、 そ の 一 部 は 、 裂 け 目 内 に 伸 長 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ６ ． 図 ３ ７ に 示 し た よ う に 、 自 己 移 植 片 を 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 壁 の 近 傍 に 移 動 さ せ る た
め に 縫 合 糸 を 締 め 、 自 己 移 植 片 周 り の ス リ ン グ を 締 め る 。 一 方 、 線 維 輪 壁 の 外 面 と 修 復 の
必 要 な 線 維 輪 面 に パ ッ チ を 移 動 さ せ る た め に 、 縫 合 糸 に 張 力 を か け て 自 己 移 植 片 を 開 口 よ
り も 大 き な 第 ２ 形 状 に す る と 共 に 、 開 口 周 り に お け る 線 維 輪 の 完 全 性 を 向 上 さ せ る 。 さ ら
に 、 縫 合 糸 を 締 め て 最 終 的 に 結 び 、 線 維 輪 の 外 面 及 び 線 維 輪 内 に お け る 組 織 の 再 接 近 を 促
進 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ７ ． 縫 合 糸 を 結 び 、 そ の 端 部 を 切 り 取 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ８ ． 一 般 的 な 外 科 手 術 で あ る よ う な 、 癒 着 形 成 を 予 防 す る た め に 、 ヘ ル ニ ア 切 除 箇 所 を
自 己 移 植 片 の 脂 肪 組 織 で 覆 う よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ９ ． 標 準 的 な 手 術 法 に よ り 、 外 科 手 術 で の 開 口 箇 所 を 塞 ぐ 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 従 う 様 々 な 装 置 採 用 し て 、 以 上 の 発 明 工 程 を 実 行 し 、 椎 間 板 を 密 閉 及 び ／ 又 は
修 復 す る こ と が で き る 。 こ の 様 々 な 装 置 の う ち 代 表 的 な 装 置 に は 、 そ の 使 用 に 際 し 、 椎 間
板 線 維 輪 の う ち 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 に 近 接 す る 部 分 を 少 な く と も 備 え た 開 拡 （ 展 開 ） 可 能
な パ ッ チ ／ ス テ ン ト （ パ ッ チ 、 ス テ ン ト 及 び 装 置 の 用 語 は 同 義 的 に 使 用 す る ） と 、 パ ッ チ
を 線 維 輪 に 近 接 さ せ て 固 着 す る 固 定 手 段 と 、 パ ッ チ 及 び 線 維 輪 組 織 を 引 き 寄 せ る と 共 に 張
力 を か け て 締 め る 手 段 と 、 及 び 固 定 後 に 開 口 面 の 相 対 運 動 の 抑 制 を 補 助 し 、 治 癒 を 促 進 す
る 手 段 と が 設 け ら れ て い る 。 本 発 明 の １ つ の 特 徴 及 び 目 的 に よ れ ば 、 表 層 の 運 動 が 抑 制 さ
れ て い る 間 、 近 接 さ れ て 塞 が れ た 組 織 に は 治 癒 の た め の 最 適 な 環 境 が 提 供 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 に 詳 述 す る 概 念 に よ り 、 本 発 明 の 複 数 の 目 的 が 達 成 さ れ 、 同 様 に 、 当 該 概 念 に は 処
置 の 数 （ 及 び 時 間 ） を 減 少 さ せ 、 及 び ／ 又 は 手 術 法 を 簡 素 化 し 、 及 び ／ 又 は 椎 間 板 線 維 輪
を 修 復 す る 場 合 に 生 じ る 合 併 症 の リ ス ク を 減 少 さ せ る た め に 設 計 さ れ た 要 素 が 有 利 且 つ 付
加 的 に 組 み 込 ま れ て い る 。 加 え て 、 以 下 に 詳 述 す る 各 装 置 の 目 的 は 、 周 囲 組 織 に 取 り 込 ま
れ る こ と が で き 、 及 び 短 期 間 （ ３ ～ ６ ヶ 月 ） で 組 織 に 取 り 込 ま れ る た め の 足 場 と し て 機 能
さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 具 体 例 と し て は 、 弱 く 又 は 細 い 、 １ 本 以 上 の 軽 い 生 体 分 解 性 （ biodegradable
） 縫 合 糸 を 、 椎 間 板 壁 （ 線 維 輪 ） が 断 裂 し た こ と で 生 じ る 病 理 学 的 な 開 口 の 側 縁 に 沿 っ て
、 又 は 、 外 科 手 術 に よ り 線 維 輪 壁 に 設 け た 切 開 部 の 側 縁 に 沿 っ て 略 等 間 隔 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 縫 合 糸 は 、 開 口 の 両 側 を 引 き 寄 せ る よ う に 締 め ら れ 、 開 口 を 再 接 近 さ せ 又 は 閉 鎖 し 、 手
術 に よ り 狭 め ら れ た 椎 間 板 線 維 輪 の ギ ャ ッ プ （ 隙 間 ） を 横 断 す る 本 来 組 織 の 自 然 治 癒 、 及
び こ れ に 伴 う 再 構 築 を 促 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 を 採 用 す る こ と に よ り 、 開 口 を 介 し た 椎 間 板 の ヘ ル ニ ア 形 成 再 発 率 を ２ ５
～ ３ ０ ％ ま で 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 具 体 例 と し て の 方 法 は 、 開 口 の 閉 鎖 前 に 、 人 筋 筋 膜 （ 筋 肉 結 合 組 織 ） 又 は
ブ リ ッ ジ や 足 場 と し て 機 能 す る 他 の 自 己 移 植 片 、 同 種 移 植 片 、 又 は 異 種 移 植 片 を 有 す る パ
ッ チ を 開 口 内 に 又 は 開 口 を 横 断 す る よ う に 位 置 さ せ 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 に バ リ ア 形 成 を
促 進 さ せ る こ と に よ っ て 、 椎 間 板 線 維 輪 の 多 様 な 層 内 に 又 は そ の 層 周 囲 に 存 在 し て 修 復 に
寄 与 す る 線 維 芽 細 胞 又 は 他 の 正 常 細 胞 を 横 断 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 椎 間 板 ヘ ル ニ ア の 再 発 率 を ３ ０ ～ ５ ０ ％ に 低 減 さ せ る に は 、 こ の 具 体 例 に よ る 上 記 筋 膜
促 進 を 採 用 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 更 な る 他 の 具 体 例 で は 、 編 み パ ッ チ は 、 第 １ 端 部 及 び 第 ２ 端 部 を 備 え 、 長 手 方
向 に 、 よ り 大 き な 寸 法 （ 長 さ ） を 有 す る 第 １ 収 縮 形 状 を 有 し て 形 成 さ れ る 。 そ の 各 端 部 は
、 該 各 端 部 間 に あ る 装 置 部 分 の 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 互 い に 移 動 さ せ ら れ 、 こ れ に よ り 編 み
パ ッ チ が 、 外 見 上 、 膨 張 形 状 を 形 成 す る よ う に 展 開 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 で は 、 線 維 輪 再 構 築 に 適 応 す る 人 筋 筋 膜 を 示 し た が 、 ブ リ ッ ジ 、 ス テ ン ト 、 パ ッ チ
又 は 開 口 を 介 し た 椎 間 板 髄 核 の 連 続 し た 移 動 に 対 す る バ リ ア と し て 、 他 の 生 体 適 合 性 （ bi
ocompatible） 膜 を 採 用 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 生 体 適 合 性 素 材 は 、 例 え ば 、 生 体
適 合 性 フ ァ ブ リ ッ ク (fabric)、 生 体 分 解 性 ポ リ マ ー シ ー ト 、 除 去 又 は 切 除 し た 椎 間 板 の 小
部 分 の う ち 椎 間 板 髄 核 部 分 を 除 去 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 空 洞 に 適 合 又 は 不 適 合 な 形
状 の フ ィ ラ ー （ filler） 等 で あ っ て も よ い 。 変 性 し た 椎 間 板 小 部 分 の 除 去 に よ り 形 成 さ れ
た 椎 間 板 空 間 内 に 又 は 周 囲 に 、 補 綴 素 材 を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 及 び 有 利 な 効 果 は 、 部 分 的 に 後 述 さ れ 及 び 該 後 述 か ら 明 ら か に な り
、 ま た 本 発 明 を 実 行 す る こ と に よ っ て も 確 認 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 目 的 及 び 有 利 な
効 果 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 明 記 し た 要 素 及 び 組 み 合 わ せ に よ っ て 実 現 及 び 達 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 述 の 一 般 的 な 説 明 及 び 以 下 の 詳 細 な 説 明 は 、 と も に 例 示 及 び 説 明 的 な も の に 過 ぎ ず 、
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 複 数 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 こ の 図 面 は 本 明 細 書 の 一
部 に 組 み 込 ま れ 及 び 本 明 細 書 の 一 部 を 構 成 し 、 本 発 明 の 複 数 の 実 施 例 を 図 示 し た も の で あ
り 、 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 添 付 の 図 面 は 、 本 発 明 の 各 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 作 成 し て あ る 。 全 図 を 通 し て 、 同 一
又 は 対 応 す る 部 分 に は 可 能 な 限 り 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で は 、 損 傷 を 受 け た 線 維 輪 ４ ２ は 縫 合 糸 ４ ０ を
使 用 し て 修 復 さ れ る 。 １ 以 上 の 縫 合 糸 ４ ０ が 線 維 輪 ４ ２ に 開 い た 病 理 学 的 な 開 口 ４ ４ の 側
縁 に 沿 っ て 略 等 間 隔 に 位 置 さ せ ら れ る 。 開 口 ４ ４ の 再 接 近 又 は 閉 鎖 は 、 縫 合 糸 ４ ０ を 結 び
、 開 口 ４ ４ の 側 縁 を 互 い に 引 き 寄 せ る こ と で 達 成 さ れ る 。 こ の 開 口 ４ ４ の 再 接 近 又 は 閉 鎖
に よ っ て 、 外 科 的 に 狭 め た 線 維 輪 ４ ２ の 隙 間 を 本 来 の 組 織 が 横 断 す る よ う に な る の で 、 自
然 治 癒 及 び こ れ に 伴 う 再 構 築 を 高 め 、 促 進 す る こ と が で き る 。 縫 合 糸 ４ ０ は 、 生 体 分 解 性
で あ る と 好 ま し い が 、 永 久 に 生 体 分 解 性 さ れ な い も の を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 加 え て 、 脆 弱 化 し 又 は 薄 く な っ た 椎 間 板 ４ ２ の 壁 を 修 復 す る た め に 、 線 維 輪 ４ ２ の 脆 弱
化 し 又 は 薄 く な っ た 部 分 を 外 科 的 に 切 開 し 、 該 切 開 部 分 か ら 横 方 向 に 略 等 間 隔 で １ 本 以 上
の 縫 合 糸 ４ ０ を 位 置 さ せ る 。 切 開 部 分 の 再 接 近 又 は 閉 鎖 は 、 縫 合 糸 ４ ０ を 結 び 付 け て 、 切
り 口 の 側 縁 を 互 い に 引 き 寄 せ る こ と で 達 成 さ れ る 。 ま た 、 切 開 部 分 の 再 接 近 又 は 閉 鎖 に よ
り 、 外 科 的 に 狭 め た 線 維 輪 ４ ２ の 隙 間 を 本 来 の 組 織 が 横 断 す る よ う に な る の で 、 自 然 治 癒
力 及 び こ れ に 伴 う 再 構 築 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 縫 合 糸 ４ ０ は 、 生 体 分 解 性 で あ る と
好 ま し い が 、 永 久 に 生 体 分 解 性 さ れ な い 物 質 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 他 の 一 実 施 例 で は 、 開 口 ４ ４ を 横 断 す る 人 筋 筋 膜 又 は 他 の 自 己 移 植 片 、 同 種 移 植 片 又 は
異 種 移 植 片 の パ ッ チ を 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 修 復 方 法 を 効 率 化 す る こ と が で き る 。 パ ッ
チ は 、 開 口 ４ ４ を ブ リ ッ ジ し 及 び 横 断 す る よ う に 機 能 し 、 該 開 口 ４ ４ の 閉 鎖 前 に お い て 、
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椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 多 様 な 層 の 内 外 の 線 維 芽 細 胞 又 は 修 復 に 寄 与 す る 他 の 正 常 細 胞 を 横 断
す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ Ａ 、 図 ８ Ｂ は 生 体 適 合 性 膜 の 一 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ の 生 体 適 合 性 膜 は 、 開 口 ４
４ の 全 体 を そ の 内 側 か ら 塞 ぐ よ う に 配 置 さ れ 、 線 維 輪 ス テ ン ト と し て 使 用 さ れ る 。 線 維 輪
ス テ ン ト １ ０ は 、 開 口 ４ ４ の 全 体 を 内 側 か ら ブ リ ッ ジ す る よ う に 機 能 し 、 該 開 口 ４ ４ の 閉
鎖 前 に お い て 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 多 様 な 層 の 内 側 の 線 維 芽 細 胞 又 は 修 復 に 寄 与 す る 、 他
の 正 常 細 胞 を 横 断 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る 。 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 装 置 、 ス
テ ン ト 又 は パ ッ チ は 、 線 維 輪 の 裂 け 目 を 治 癒 し 、 組 織 の 成 長 を 促 進 す る た め の 足 場 と し て
機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 し た 一 実 施 例 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 上 部 １ ４ 及 び 下 部 １ ６ を 有
す る 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ は 、 幅 方 向 に 関 し て 台
形 形 状 で あ り 、 例 え ば 、 ８ ｍ ｍ ～ １ ２ ｍ ｍ の 長 さ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ の 上 部 １ ４ は 、 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｃ に 示 し た よ う に 、 様 々 な 形 状 を 採 用
す る こ と が で き 、 上 部 １ ４ の 側 面 を 湾 曲 又 は 上 部 １ ４ を 円 形 に 形 成 す る こ と が で き る 。 線
維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 上 部 １ ４ と 下 部 １ ６ と の 間 に 凹 部 を 備 え る こ と が で き る 。 ま た 、 線
維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 多 様 な 形 状 を 呈 す る 開 口 ４ ４ の 端 縁 に 対 し 良 好 に 適 合 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ の 上 部 １ ４ に は 、 該 上 部 １ ４ を 貫 通 し て 形 成 さ れ た 孔 で あ る ス ロ ッ
ト １ ８ を 設 け る こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト １ ８ は 、 上 部 １ ４ 内 に お い て 、 該 上 部 １ ４ の 長 軸
方 向 を 横 断 す る 位 置 に 設 け ら れ る 。 ス ロ ッ ト １ ８ は 、 縫 合 糸 、 テ ン シ ョ ン バ ン ド 、 ス テ ー
プ ル 、 そ の 他 各 種 の 公 知 の 固 定 装 置 を 挿 通 さ せ て 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ に 線 維 輪 ス テ ン ト １
０ を 固 定 す る こ と が で き る 大 き さ 及 び 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 他 の 一 実 施 例 で は 、 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ の 上 部 １ ４ を 穿 孔 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合
、 穿 孔 さ れ た 上 部 １ ４ に は 上 部 １ ４ の 長 軸 方 向 に 横 断 す る 複 数 の 孔 が 設 け ら れ る 。 こ の 孔
は 、 縫 合 糸 、 テ ン シ ョ ン バ ン ド 、 ス テ ー プ ル 、 そ の 他 各 種 の 固 定 装 置 を 挿 通 さ せ て 、 椎 間
板 線 維 輪 ４ ２ に 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 固 定 す る こ と が で き る 大 き さ 及 び 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ の 下 部 １ ６ は 、 左 方 向 延 伸 部 ２ ０ と 右 方 向 延 伸 部 ２ ２ の 一 対 の 横 方
向 延 伸 部 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ は 、 内 端 ２ ４ 、 外 端 ２ ６ 、 上 面 ２
８ 及 び 下 面 ３ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 内 端 ２ ４ は 、 下 部 １ ６ と 略 同 一 長 さ を 有 し て 、 当 該
下 部 １ ６ に 取 り 付 け ら れ る 。 外 端 ２ ６ は 略 ８ ｍ ｍ ～ １ ６ ｍ ｍ の 長 さ で あ る 。 内 端 ２ ４ と 下
部 １ ６ は 、 中 央 垂 直 延 伸 部 １ ２ に 対 し て 基 本 的 に 垂 直 な 水 平 面 を 形 成 す る よ う に 接 合 さ れ
る 。 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ の 上 面 ２ ８ は 、 水 平 面 に 対 し て 略 ０ ° ～ ６ ０ ° の 角 度 を 有 し
て い る 。 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 幅 は 、 略 ３ ｍ ｍ ～ ８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 加 え て 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ の 上 面 ２ ８ に は 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 面 に 固 着 す る
た め の バ ー ブ （ barb） が 形 成 さ れ て お り 、 開 口 ４ ４ か ら 外 れ る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 他 の 一 実 施 例 と し て は 、 図 ４ Ｂ に 示 し た よ う に 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ に お い て 、 外
端 ２ ６ よ り も 内 端 ２ ４ に 厚 み を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 具 体 的 な 一 実 施 例 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 １ 以 上 の 弾 力 の あ る フ レ キ シ ブ ル な 公
知 の 生 体 適 合 性 素 材 又 は 生 体 吸 収 性 （ bioresorbable） 素 材 で 形 成 し た 固 形 ユ ニ ッ ト で あ
る 。 適 切 な ス テ ン ト 素 材 の 選 択 は 、 特 定 の ス テ ン ト 構 造 や 、 ス テ ン ト を 設 置 固 定 し た 後 に
、 修 復 が 組 織 を 相 対 的 に 安 定 さ せ 及 び 開 口 周 り の 組 織 の 動 き を 抑 制 す る こ と に よ り 開 口 に
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お け る 治 癒 過 程 を 促 進 す る よ う に 機 能 す る と い っ た 、 そ の 素 材 特 性 に 応 じ て 部 分 的 に 決 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 例 え ば 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 米 国 特 許 第 ５ ， １ ０ ８ ， ４ ３ ８ 号 明 細 書 （ Stoneに よ
る 発 明 ） 及 び 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ５ ８ ， ０ ４ ３ 号 明 細 書 （ Stoneに よ る 発 明 ） に 開 示 さ れ た
椎 間 板 組 織 の 再 構 築 及 び 線 維 輪 の 置 換 の た め の 足 場 と し て 機 能 す る 多 孔 性 マ ト リ ッ ク ス 又
は 生 体 適 合 性 線 維 及 び 生 体 吸 収 性 線 維 の メ ッ シ ュ や 、 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ０ ４ ， ２ ６ ０ 号 明
細 書 （ Ray等 に よ る 発 明 ） に 開 示 さ れ た 組 織 の 内 成 長 を 誘 引 す る 生 体 吸 収 性 （ bioresorbab
le又 は bioabsorable） 素 材 を 混 ぜ 合 わ せ た 不 活 性 繊 維 を 含 む 強 網 状 組 織 な ど で 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ６ ４ ， ８ ０ ７ 号 明 細 書 （ Gan
等 に よ る 発 明 ） に 開 示 さ れ た 生 体 分 解 性 の 基 質 や 、 血 管 移 植 片 と し て 一 般 的 に 使 用 さ れ て
い る 延 伸 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ ePTFE:expandable polytetrafluoroethylene） （
W.L. Gore and Associates, Inc.の 下 で 「 GORE-TEX（ 登 録 商 標 ） 」 「 PRECLUDE（ 登 録 商 標
） 」 と し て 販 売 さ れ 又 は Impra, Incの 下 で 「 IMPRA（ 登 録 商 標 ） 」 と し て 販 売 さ れ て い る
も の が あ る 。 ） な ど で 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 椎 間 板 に 空 い た 空 孔 を 塞 ぎ 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 膨 張 を 制 限 制 御 す る 吸 湿 材
を 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ に 包 含 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 加 え て 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ４ ９ ， ３ ３ １ 号 明 細 書 （ Du
cheyne等 に よ る 発 明 ） に 開 示 さ れ た 椎 間 板 組 織 の 再 構 築 を 補 助 す る シ リ カ ベ ー ス の 生 体 活
性 （ bioactive） 素 材 又 は 公 知 の 組 織 成 長 因 子 な ど 、 椎 間 板 組 織 の 再 構 築 を 容 易 に す る 素
材 を 含 ん で 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 開 示 さ れ 及 び 前 述 し た 各 実 施 例 の 装 置 に 用 い る 多 く の 素 材 は 、 治 癒 過 程 を 促 進 す る よ う
に 機 能 す る 。 ま た 、 必 要 で あ れ ば 、 他 の 素 材 又 は 処 理 を 選 択 し て 、 治 癒 過 程 に お け る 役 割
を 調 整 し 、 治 癒 を 促 進 又 は 抑 制 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら 調 整 因 子 を 装 置 の
素 材 基 質 に コ ー テ ィ ン グ し 又 は 類 似 の 被 覆 処 理 を 行 い 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ て い な い 基 質 と
は 異 な る 組 織 反 応 を 生 じ さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 他 の 一 実 施 例 と し て 、 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ 、 図 ６ Ａ 、 図 ６ Ｂ に 示 し た よ う に 、 左 方 向 延 伸 部
２ ０ と 右 方 向 延 伸 部 ２ ２ が 、 中 実 の ピ ラ ミ ッ ド 又 は 錐 体 を 形 成 す る た め に 結 合 さ れ る 。 加
え て 、 左 右 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ は 、 台 形 形 状 、 楔 形 状 又 は 銃 弾 形 状 に 形 成 す る こ と が で
き る 。 中 実 の 組 成 物 は 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ が 開 口 ４ ４ に 挿 入 さ れ る 場 合 の 圧 縮 、 及
び 、 挿 入 後 に は 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形 状 に 適 合 す る 膨 張 （ 開 拡 ） を 可 能 に す る 。 ま た 、 中 実
の 組 成 物 に は 、 中 実 の 生 体 適 合 性 又 は 生 体 吸 収 性 の 柔 軟 素 材 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 あ る い は 、 圧 縮 可 能 な コ ア を 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ の 下 面 ３ ０ に 取 り 付 け て 、 ピ ラ ミ
ッ ド 形 状 、 錐 体 、 台 形 形 状 、 楔 形 状 又 は 銃 弾 形 状 に 形 成 す る こ と も で き る 。 圧 縮 可 能 な コ
ア は 公 知 の 生 体 適 合 性 又 は 生 体 吸 収 性 の 弾 性 発 泡 体 （ resilient foams） で 形 成 し て も よ
い 。 ま た 、 コ ア は 、 例 え ば 、 バ ル ー ン な ど の 液 体 膨 張 膜 （ fluid-expandable membrane）
で 構 成 す る こ と も で き る 。 圧 縮 可 能 な コ ア は 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ が 開 口 ４ ４ に 挿 入
さ れ る 場 合 の 圧 縮 、 挿 入 後 に は 、 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形 状 や 椎 間 板 片 の 病 理 学 的 な 押 し 出 し
に よ り 又 は 外 科 手 術 の 切 除 に よ り 形 成 さ れ た 開 口 形 状 に 適 合 す る 膨 張 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ に 示 す 使 用 方 法 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 椎 間 板 ４ ２ の 開 口 ４ ４
に 挿 入 す る た め に 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ を 圧 縮 し て 折 り 畳 む 。 次 に 、 線 維 輪 ス テ ン ト
１ ０ を 開 口 ４ ４ に 挿 入 す る と 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ が 膨 張 し て 開 拡 す る 。 こ の 拡 開 後

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-501101 A 2007.1.25



の 形 状 に お い て 、 上 面 ２ ８ は 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 面 形 状 に 実 質 的 に 合 致 す る 。 線 維 輪 ス
テ ン ト １ ０ が 公 知 の 手 段 に よ り 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ に 固 着 さ れ る の で 、 上 部 １ ４ を 開 口 ４ ４
内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 他 の 方 法 と し て 、 開 口 ４ ４ の 長 さ が 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 外 端 ２ ６ の 長 さ よ り も 短 い 場
合 、 そ の 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 開 口 ４ ４ に 対 し て 横 向 き に し て 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ
の 場 合 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ を 折 り 曲 げ 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 開 口 ４ ４ の 側 面 に 沿
っ て 挿 入 す る 。 次 に 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ 内 で 回 転 さ せ 、 開 口 ４ ４ を
介 し て 上 部 １ ４ を 引 っ 張 り 上 げ る 。 こ こ で 、 横 方 向 延 伸 部 ２ ０ 、 ２ ２ は 、 開 拡 し 、 上 面 ２
８ が 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ 内 面 の 輪 郭 を 矯 正 す る 。 上 部 １ ４ は 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 の 開 口 内
に 又 は 該 開 口 に 近 接 し て 位 置 さ せ ら れ 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 公 知 の 手 段 に よ り 椎 間 板 線
維 輪 に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 開 口 ４ ４ に 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 固 着 さ せ る 他 の 方 法 と し て は 、 図 ９ に 示 し た よ う に 、
頭 部 に ア イ ホ ー ル ５ ３ が 設 け ら れ た 第 １ 外 科 手 術 用 ネ ジ ５ ０ 及 び 第 ２ 外 科 手 術 用 ネ ジ ５ ２
を 、 隣 接 す る 椎 骨 ５ ６ 、 ５ ４ に ね じ 込 む 。 次 に 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 開 口 ４ ４ に 挿 入 す
る 。 そ の 後 、 縫 合 糸 ４ ０ を 、 開 口 ４ ４ に 隣 接 す る 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ を 介 し て 第 １ ネ ジ ５ ０
の ア イ ホ ー ル ５ ３ に 通 し 、 再 び 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ を 介 し て 縫 い 戻 し 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０
の 開 口 部 （ ス ロ ッ ト ） １ ８ に 通 す 。 同 様 の 手 順 を 第 ２ ネ ジ に つ い て も 行 い 、 縫 合 糸 ４ ０ を
止 着 す る 。 １ 以 上 の 外 科 手 術 用 の 縫 合 糸 ４ ０ が 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 開 口 ４ ４ 側 縁 に 沿 っ
て 略 等 間 隔 に 縫 い つ け ら れ る 。 開 口 ４ ４ の 再 接 近 又 は 閉 鎖 は 、 縫 合 糸 ４ ０ を 結 束 し 開 口 ４
４ の そ れ ぞ れ の 側 縁 を 引 き 寄 せ る こ と に よ り 行 う 。 開 口 ４ ４ の 再 接 近 又 は 閉 鎖 に よ り 、 外
科 的 に 狭 め た 線 維 輪 ４ ２ の 隙 間 を 本 来 の 組 織 が 横 断 す る よ う に な る の で 、 自 然 治 癒 及 び こ
れ に 伴 う 再 構 築 を 促 進 す る 。 外 科 手 術 用 の 縫 合 糸 ４ ０ は 、 生 体 分 解 性 で あ る と 好 ま し い が
、 永 久 に 生 体 分 解 さ れ な い 素 材 を 採 用 し て も よ い 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 開 口 ４ ４ に 隣 接 す
る 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 損 傷 が 軽 減 さ れ 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ を 通 じ た 縫 合 が 解 か れ る こ と を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 線 維 芽 細 胞 は 、 椎 間 板 ス テ ン ト １ ０ の ポ リ マ ー 又 は フ ァ ブ リ ッ ク 繊 維 と 係 合 し 、 通 常 の
修 復 過 程 で 見 ら れ る 現 在 の 治 癒 状 況 の ２ 倍 に 相 当 す る 強 固 な 壁 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 他 の 実 施 例 と し て 、 図 １ ０ Ａ 、 図 １ ０ Ｂ に 示 し た よ う に 、 軟 性 の 嚢 ６ ０ を 線 維
輪 ス テ ン ト １ ０ の 下 面 ３ ０ に 取 り 付 け る 。 こ の 軟 性 嚢 ６ ０ は 膜 ６ ４ に よ っ て 囲 ま れ た 内 部
キ ャ ビ テ ィ ６ ２ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 膜 ６ ４ は 、 軟 性 の 薄 い 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 さ れ て
い る 。 軟 性 嚢 ６ ０ は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 開 拡 し て い な い 状 態 で 下 面 ３ ０ に 取 り 付 け ら
れ る 。 ま た 、 軟 性 嚢 ６ ０ は 、 公 知 の 生 体 適 合 性 液 体 又 は 膨 張 性 の あ る 発 泡 体 が 内 部 キ ャ ビ
テ ィ ６ ２ に 注 入 さ れ て 膨 張 さ せ ら れ る 。 軟 性 嚢 ６ ０ の 詳 細 な 寸 法 は 、 個 々 の 形 態 に 応 じ て
異 な ら せ る こ と が で き る 。 成 人 の 髄 核 の 典 型 的 な 寸 法 は 、 半 短 軸 が 約 ２ ｃ ｍ 、 半 長 軸 が 約
４ ｃ ｍ で 、 厚 さ が 約 １ ． ２ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 膜 ６ ４ は 半 透 性 の 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 さ れ る 。 注 入 さ れ る 素 材
の 機 械 的 性 質 は 、 修 復 パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 与 え る 。 ま た 、 注 入 さ れ る 素 材 に は 、 健 全
な 髄 核 よ り も 軟 ら か く 又 は よ り 適 合 す る 素 材 だ け で な く 、 こ れ よ り も 硬 く 又 は 適 合 し な い
素 材 も 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 範 囲 に 含 ま れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪
開 口 部 分 の 大 き さ は 、 除 去 し た 髄 核 の 容 積 よ り も 小 さ く て も よ く 又 は 大 き く て も よ い 。 ま
た 、 移 植 片 の 容 積 を 時 間 変 化 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 例 で は 、 ヒ ド ロ ゲ ル を 軟 性 嚢 ６ ０ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に 注 入 す る 。 ヒ ド ロ ゲ ル
は 、 有 機 ポ リ マ ー （ 天 然 又 は 合 成 ） が 、 ゲ ル を 形 成 す る た め の 水 分 子 を 取 り 込 ん だ ３ 次 元
開 格 子 構 造 （ three-dimensional open-lattice structure） を 形 成 す る た め 、 共 有 結 合 、

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-501101 A 2007.1.25



イ オ ン 結 合 又 は 水 素 結 合 を 通 じ て 交 差 結 合 し た 場 合 に 形 成 さ れ る 物 質 で あ る 。 ヒ ド ロ ゲ ル
は 水 和 又 は 脱 水 し た い ず れ の 状 態 で も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 前 述 の よ う に 開 口 ４ ４ に 挿 入 し た 場 合 、 そ の 後 の 操 作 と し て は 、
図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ に 示 し た よ う に 、 軟 性 嚢 ６ ０ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に 生 体 適 合 性 液 体
又 は 膨 張 性 の あ る 発 泡 体 を 注 入 す る 注 射 器 等 の 公 知 の 注 入 器 具 を 使 用 す る 。 生 体 適 合 性 液
体 又 は 膨 張 性 の あ る 発 泡 体 が 線 維 輪 ス テ ン ト を 介 し て 軟 性 嚢 ６ ０ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に
注 入 さ れ る 。 椎 間 板 に 空 い た 空 孔 を 埋 め る べ く 、 充 分 な 量 の 素 材 が 、 内 部 キ ャ ビ テ ィ ６ ２
に 注 入 さ れ 、 軟 性 嚢 ６ ０ を 膨 ら ま せ る 。 軟 性 嚢 ６ ０ の 使 用 は 、 椎 間 板 に お け る 髄 核 の 全 部
又 は 一 部 を 取 り 除 く こ と が 要 求 さ れ た 場 合 に 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 椎 間 板 の 外 科 的 な 修 復 で は 、 椎 間 板 の 全 髄 核 を 取 り 除 き 、 移 植 片 と 置 換 す る こ と が 必 要
な 場 合 や 、 椎 間 板 髄 核 の 一 部 を 取 り 除 い て 椎 間 板 に 形 成 し た 空 孔 を 残 し た ま ま の 状 態 に す
る こ と が 必 要 な 場 合 等 が あ る 。 し か し 、 本 発 明 で は 、 軟 性 嚢 ６ ０ を 用 い る の で 、 損 傷 を 受
け た 椎 間 板 髄 核 だ け を 取 り 除 き 、 膨 ら ま せ た 軟 性 嚢 ６ ０ に よ り 椎 間 板 に 形 成 し た 空 孔 を 埋
め る こ と が で き る 。 軟 性 嚢 ６ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ る 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 主 要 な 効 果 は 、
線 維 輪 ４ ２ に 形 成 さ れ る 切 開 部 の サ イ ズ を 減 少 さ せ る こ と が で き る 点 に あ る 。 こ れ に よ れ
ば 椎 間 板 に 形 成 し た 空 孔 に 、 移 植 片 を 挿 入 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 他 の 使 用 方 法 で は 脱 水 ヒ ド ロ ゲ ル を 軟 性 嚢 ６ ０ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ ６ ２ に 注 入 す る 。 椎 間
板 髄 核 に 入 る 液 体 が 、 半 透 性 膜 ６ ４ を 通 過 し て 脱 水 ヒ ド ロ ゲ ル を 水 和 す る 。 ヒ ド ロ ゲ ル が
液 体 を 吸 収 す る に つ れ て 、 軟 性 嚢 ６ ０ が ふ く ら み 、 椎 間 板 に 形 成 し た 空 孔 を 埋 め る よ う に
な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 他 の 実 施 例 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 実 質 的 に 傘 形 状 で あ
り 、 中 央 に 設 け ら れ た ハ ブ ６ ６ と 、 放 射 状 に 伸 長 す る 複 数 の 支 柱 ６ ７ を 有 し て い る 。 各 支
柱 ６ ７ は 、 水 掻 き （ Webbing） 素 材 ６ ５ に よ っ て 隣 り 合 う 支 柱 ６ ７ と 連 結 さ れ 、 ハ ブ ６ ６
を 中 心 に し て 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ を 形 成 す る 。 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 、 上 面 ６ ８ と 下 面 ７ ０ を
備 え る 。 上 面 ６ ８ は 、 図 １ ７ Ａ ～ 図 １ ７ Ｃ に 示 し た よ う に 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 挿 入 さ
れ た 場 合 に 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形 状 に 適 合 す る 。 ま た 、 下 面 ７ ０ も 、 図 １ ６ Ａ ～ 図 １
６ Ｃ に 示 し た よ う に 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 挿 入 さ れ た 場 合 に 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形
状 に 適 合 す る 。 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 、 そ の 平 面 形 状 が 実 質 的 に 円 形 、 楕 円 形 又 は 矩 形 で あ
っ て も よ い 。 さ ら に 、 図 ２ ０ に 示 し た よ う に 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 に 固 着 し て 、 開 口
４ ２ か ら の 放 出 に 抵 抗 す る た め の バ ー ブ ８ ２ を 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ の 上 面 ６ ８ に 設 け る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ４ 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 支 柱 ６ ７ は 柔 軟 性 素 材 で 形 成 さ れ て お り 、 径 方 向 延 伸 部
７ ６ は 、 開 口 ４ ４ へ の 挿 入 の た め に 折 り 畳 ま れ 、 挿 入 後 に は 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形 状
に 合 致 す る よ う に 開 拡 す る 。 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 折 り 畳 ま れ た 状 態 で は 実 質 的 に 截 頭
円 錐 形 又 は シ ャ ト ル コ ッ ク 状 で あ り 、 第 １ 端 部 ７ ２ と 第 ２ 端 部 ７ ４ と を 備 え る 中 心 ハ ブ ６
６ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ を 、 中 心 ハ ブ ６ ６ の 端 部 で そ の 外 端 よ り も 厚 く
形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 １ 以 上 の 弾 力 の あ る フ レ キ シ ブ ル な 公 知
の 生 体 適 合 性 素 材 又 は 生 体 吸 収 性 素 材 で 形 成 し た 固 形 ユ ニ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ４ ９ ， ３ ３ １ 号 明 細 書 （ Duch
eyne等 に よ る 発 明 ） に 開 示 さ れ た 椎 間 板 組 織 の 再 構 築 を 補 助 す る シ リ カ ベ ー ス の 生 体 活 性
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素 材 又 は 公 知 の 組 織 成 長 因 子 な ど 、 椎 間 板 組 織 の 再 構 築 を 容 易 に す る 素 材 を 含 ん で 構 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 あ る い は 、 図 ２ １ に 示 し た よ う に 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ の 下 面 ７ ０ に 、 圧 縮 可 能 な コ ア ８
４ を 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。 圧 縮 可 能 な コ ア ８ ４ は 、 公 知 の 生 体 適 合 性 又 は 生 体 吸
収 性 の 弾 性 発 泡 体 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 圧 縮 可 能 な コ ア ８ ４ は 、 径 方 向 延 伸 部
７ ６ が 開 口 ４ ４ に 挿 入 さ れ る 場 合 に 圧 縮 さ れ 、 挿 入 後 に は 、 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 形 状 や 椎 間
板 片 の 病 理 学 的 な 押 し 出 し 又 は 外 科 手 術 に よ る 切 除 に よ り 形 成 さ れ た 開 口 形 状 に 適 合 す る
よ う に 膨 張 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 追 加 の 実 施 例 で は 、 図 １ ８ Ａ 、 図 １ ８ Ｂ に 示 し た よ う に 、 軟 性 嚢 ８ ０ が 線 維 輪 ス テ ン ト
１ ０ の 下 面 ７ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 軟 性 嚢 ８ ０ は 、 膜 ８ ８ に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 キ ャ
ビ テ ィ ８ ６ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 膜 ８ ８ は 軟 性 の 薄 い 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。
こ の 軟 性 嚢 ８ ０ は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 開 拡 し て い な い 状 態 で 下 面 ７ ０ に 取 り 付 け ら れ
る 。 さ ら に 、 軟 性 嚢 ８ ０ は 、 公 知 の 生 体 適 合 性 液 体 又 は 膨 張 性 の 発 泡 体 が 内 部 キ ャ ビ テ ィ
６ ２ に 注 入 さ れ て 膨 張 さ せ ら れ る 。 軟 性 嚢 ８ ０ の 詳 細 な 寸 法 は 、 個 々 の 形 態 に 応 じ て 異 な
ら せ る こ と が で き る 。 成 人 の 髄 核 の 典 型 的 な 寸 法 は 、 半 短 軸 が 約 ２ ｃ ｍ 、 半 長 軸 が 約 ４ ｃ
ｍ で 、 厚 さ が 約 １ ． ２ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 膜 ８ ８ は 半 透 性 の 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ６ Ａ ～ 図 １ ６ Ｃ に 示 し た 使 用 方 法 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ を 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の
開 口 ４ ４ に 挿 入 す る た め に 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ が 折 り 畳 ま れ る 。 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 、 そ
の 上 面 ６ ８ が 円 筒 側 面 を 形 成 す る よ う に 折 り 畳 ま れ る 。 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 、 開 口 ４ ４
に 挿 入 さ れ る と 、 該 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ 内 に 完 全 に 位 置 す る ま で そ の
先 端 ７ ２ が 挿 入 さ れ る 。 そ の 後 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 椎 間 板 ４ ４ 内 で 解 放 さ れ て 開 拡 す る
。 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 下 面 ７ ０ は 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 に 係 合 す る 。 中 心 ハ ブ ６ ６ は
、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 公 知 の 手 法 で 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ に 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 開 口 ４
４ の 範 囲 内 に 位 置 さ せ ら れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 線 維 芽 細 胞 は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の ポ リ マ ー 又 は フ ァ ブ リ ッ ク 繊 維 と 係 合 し 、 通 常 の
修 復 過 程 で 見 ら れ る 現 在 の 治 癒 状 況 の ２ 倍 に 相 当 す る 強 固 な 壁 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ７ Ａ ～ 図 １ ７ Ｃ に 示 す 他 の 使 用 方 法 に お い て 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 椎 間 板 線 維 輪 ４
２ の 開 口 ４ ４ へ の 挿 入 の た め に 折 り 畳 ま れ る 。 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ は 、 そ の 上 面 ６ ８ が ス テ
ン ト １ ０ の 外 面 を 形 成 す る よ う に 、 す な わ ち 、 例 え ば 、 図 示 し た 截 頭 円 錐 形 状 に 折 り 畳 ま
れ る 。 次 に 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 開 口 ４ ４ に 挿 入 さ れ る 。 こ の 場 合 、 後 端 ７ ４ か ら 挿 入
さ れ 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 完 全 に 椎 間 板 内 に 位 置 す る ま で 挿 入 さ れ る 。 完 全 に 挿 入 さ れ
る と 、 径 方 向 延 伸 部 ７ ６ が 椎 間 板 内 で 解 放 さ れ て 開 拡 す る 。 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ の 上 面 ６
８ は 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 に 係 合 す る 。 中 心 ハ ブ ６ ６ は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ が 公 知 の
手 法 で 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ に 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 開 口 ４ ４ の 範 囲 内 に 位 置 さ せ ら れ る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 １ 以 上 の 支 柱 ６ ７ の 上 面 ６ ８ に 設 け た バ ー ブ ８ ２ 又 は 径 方 向 延 伸 部 ７
６ の 他 の 機 能 が 、 椎 間 板 線 維 輪 ４ ２ の 内 壁 に 噛 み 込 み む の で 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 定 位
置 に 保 持 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ に 示 し た 使 用 方 法 で は 、 線 維 輪 ス テ ン ト １ ０ は 前 述 し た よ う に 開 口
４ ４ に 挿 入 さ れ る 。 同 様 に 、 図 １ ８ ～ 図 ２ １ に 示 し た ス テ ン ト に 関 し て は 、 例 え ば 注 射 器
な ど の 公 知 の 注 入 器 具 が 、 生 体 適 合 性 液 体 又 は 膨 張 性 の あ る 発 泡 体 を 軟 性 嚢 ８ ０ の 内 部 キ
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ャ ビ テ ィ ８ ６ に 注 入 す る た め に 使 用 さ れ る 。 生 体 適 合 性 液 体 又 は 膨 張 性 の あ る 発 泡 体 は 、
線 維 輪 ス テ ン ト を 介 し て 軟 性 嚢 ８ ０ の 内 部 キ ャ ビ テ ィ ８ ６ に 注 入 さ れ る 。 椎 間 板 に 開 い た
空 孔 を 埋 め る べ く 充 分 な 量 の 素 材 が 、 軟 性 嚢 ８ ０ を 膨 ら ま せ る た め に 、 内 部 キ ャ ビ テ ィ ８
６ に 注 入 さ れ る 。 素 材 は 治 療 可 能 な も の （ 例 え ば 、 に か わ （ glue） ） と す る こ と が で き る
。 軟 性 嚢 ６ ０ の 使 用 は 、 椎 間 板 に お け る 髄 核 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 除 く こ と が 要 求 さ れ る
場 合 に 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 願 明 細 書 で 詳 述 し た 「 嚢 」 の あ ら ゆ る 形 態 に お い て 、 １ 枚 の 壁 又 は 障 壁 を 採 用 す る こ
と が で き 、 該 １ 枚 の 壁 又 は 障 壁 は 他 の も の よ り も 堅 く 及 び 弾 力 を 抑 え て 形 成 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 そ の 比 較 的 堅 い 壁 部 材 は 、 線 維 輪 壁 に 近 接 さ せ て 位 置 さ せ る こ と が で き 、 及
び 、 そ の 修 復 特 性 に 加 え て 、 線 維 輪 内 に 嚢 を 良 好 に 封 じ 込 め る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 一 実 施 例 を 図 ２ ２ に 示 す 。 図 ２ ２ は 、 上 側 の 椎 体 １ １ ０ 、 下 側 の 椎 体 １
１ ２ 及 び 椎 間 板 １ １ ４ を 含 む 一 対 の 椎 骨 の 概 略 的 な 横 断 面 図 を 示 し て い る 。 線 維 輪 （ Ａ Ｆ
） に お け る 開 口 又 は 裂 け 目 １ １ ６ に 、 チ ュ ー ブ １ １ ８ を 近 づ け る 。 該 チ ュ ー ブ １ １ ８ は 、
本 発 明 の 更 な る 一 実 施 例 に 従 う 装 置 １ ２ ０ を 送 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 修 復 装 置 １ ２ ０
は 、 該 修 復 装 置 １ ２ ０ に 設 け ら れ た リ ン グ 又 は 他 の 固 定 機 能 部 １ ２ ４ が 送 出 具 １ ２ ２ に よ
り 把 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ２ ３ は 、 開 口 又 は 裂 け 目 を 通 じ て 修 復 の 必 要 な 椎 間 板 １ １ ４ の 線 維 輪 開 口 に 挿 入 さ れ
る た め に 直 径 が 小 さ く さ れ た チ ュ ー ブ １ １ ８ Ａ を 用 い る 点 を 除 き 、 図 ２ ２ に 類 似 し た 送 出
方 法 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ ５ を 参 照 し て 本 発 明 に 従 う 更 な る 一 実 施 例 を 説 明 す る 。 送 出 チ ュ ー ブ １ １ ８
又 は １ １ ８ Ａ を 介 し た 装 置 １ ２ ０ の 送 出 は 、 該 装 置 の ア ー ム 又 は 横 方 向 延 伸 部 １ ２ ８ 、 １
３ ０ を 折 り 畳 み 、 チ ュ ー ブ １ １ ８ 、 １ １ ８ Ａ の 管 腔 内 に 収 ま る よ う に 収 容 さ れ る 。 従 っ て
、 ス テ ン ト 又 は 装 置 １ ２ ０ を 折 り 畳 み 状 態 で 導 入 で き る の で 操 作 が 容 易 で あ る 。 装 置 １ ２
０ は 、 送 出 具 １ ２ ２ の 使 用 を 介 し て チ ュ ー ブ １ １ ８ 又 は １ １ ８ Ａ の 管 腔 を 通 じ て 移 動 さ せ
ら れ る 。 図 ２ ５ は 、 ア ー ム １ ２ ８ 、 １ ３ ０ を 送 出 チ ュ ー ブ １ １ ８ 、 １ １ ８ Ａ に 挿 入 す る た
め に 、 遠 位 、 又 は 前 方 向 に 反 ら さ れ た 状 態 に さ れ て い る 。 図 ２ ４ は 、 ア ー ム １ ２ ８ 、 １ ３
０ を 近 位 位 置 に 反 ら し た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ２ ６ は 、 一 方 の ア ー ム １ ２ ８ を 遠 位 又 は 前
方 向 に 突 き 出 さ せ 、 他 方 の ア ー ム １ ３ ０ を 近 位 又 は 後 方 向 に 突 き 出 さ せ て 巻 き 付 け た 装 置
１ ２ ０ を 示 し て い る 。 こ の よ う な 装 置 の 横 方 向 延 伸 部 は 比 較 的 フ レ キ シ ブ ル で あ る た め 、
該 装 置 が 天 然 素 材 で あ る か 又 は 合 成 素 材 で あ る か に 関 わ ら ず 、 包 含 し 、 ね じ り 、 丸 め 、 圧
縮 等 、 本 発 明 の 趣 旨 と 整 合 す る 折 り 畳 み 状 態 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ２ ７ は 、 周 端 に バ ー ブ １ ３ ２ を 備 え た 一 連 の 周 縁 バ ー ブ 構 造 を 有 す る 装 置 １ ２ ０ を 示
し て い る 。 該 装 置 １ ２ ０ を 使 用 す る と 、 複 数 の バ ー ブ は 、 図 ２ ８ に 示 し た 接 続 状 態 の よ う
に 線 維 輪 に 刺 さ る 。 装 置 １ ２ ０ が 固 着 す る に 際 し 、 該 装 置 １ ２ ０ に 設 け ら れ た バ ー ブ の う
ち 少 な く と も 幾 つ か が 固 定 機 構 と し て 線 維 輪 組 織 に 達 す る の で あ れ ば 、 当 該 バ ー ブ は 装 置
１ ２ ０ の い か な る 位 置 に 配 置 さ れ て も よ い 。 単 純 構 造 の 開 口 又 は 裂 け 目 で あ れ ば 、 バ ー ブ
を 装 置 本 体 の 周 縁 に 配 置 す る こ と は 合 理 的 な 選 択 で あ る が 、 複 雑 な 裂 け 目 の 場 合 に は 、 装
置 が 線 維 輪 組 織 に 固 着 す る と 、 ど の バ ー ブ が 線 維 輪 組 織 に 刺 さ る か が 不 明 で あ る の で 、 複
数 の バ ー ブ を 装 置 上 に 配 置 す る と よ い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ２ ９ は 、 一 対 の バ ー ブ １ ３ ４ 、 １ ３ ６ を 線 維 輪 の 外 部 か ら 該 線 維 輪 に 刺 し 込 む 他 の 固
定 方 法 を 示 し て い る 。 装 置 １ ２ ０ は テ ザ ー （ tether） １ ４ ２ に よ っ て 修 復 の 必 要 な 線 維 輪
開 口 部 に 保 持 さ れ る 。 こ の 特 定 の 実 施 例 に お い て 多 種 多 様 な 固 定 装 置 が 考 え ら れ 、 テ ザ ー
１ ４ ２ は 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 装 置 を 固 着 さ せ る べ く 、 バ ー ブ １ ３ ４ 、 １ ３ ６
を バ ン ド １ ４ ４ に 結 び つ け る 結 び 目 １ ４ ５ を 有 す る と よ い 。 本 図 に お け る 結 び 目 は 、 テ ザ
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ー １ ４ ２ と バ ン ド １ ４ ４ と の 関 係 を 明 ら か に す る た め 、 そ の 結 び 目 を 締 め 付 け て い な い 状
態 で 示 し て い る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 テ ザ ー の 結 び 目 を 固 く 締 め 付 け る こ と に よ り 、 修 復
の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 位 置 に 装 置 を 維 持 さ せ る こ と が で き る よ う に な る と 共 に 、 該 装 置
を 引 き 寄 せ て 線 維 輪 の 修 復 の 必 要 な 開 口 部 分 を 封 孔 及 び ブ リ ッ ジ し 、 線 維 輪 を 良 好 に 再 接
近 さ せ て そ の 開 口 を 閉 鎖 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ３ ０ は 、 装 置 １ ２ ０ を 貫 通 す る 充 分 な 長 さ を 有 し 、 線 維 輪 を 介 し て 装 置 １ ２ ０ ま で 伸
長 す る バ ー ブ １ ４ ８ 、 １ ５ ０ を 用 い た 他 の 固 定 方 法 を 示 し て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 バ
ー ブ １ ４ ８ 、 １ ５ ０ と 繋 が れ た バ ン ド １ ４ ４ は 、 装 置 １ ２ ０ を 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部
分 に 徐 々 に 引 き 寄 せ 及 び 配 置 さ せ る た め に 締 め ら れ 、 或 い は 開 口 又 は 裂 け 目 を 再 接 近 さ せ
る 強 い 力 を 持 っ て 締 め ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ３ １ は 、 本 発 明 に 係 る 他 の 態 様 に 従 う 更 な る 一 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ の 一 実 施 例 に
お い て 、 金 属 板 １ ６ ０ は 装 置 １ ２ ０ に 組 み 込 ま れ る 。 こ の 部 品 は 、 フ ラ ッ ト ス ト ッ ク （ fl
at stock） を 機 械 加 工 し て 製 造 す る こ と が で き 、 バ ー ブ １ ６ ４ と 同 様 に ル ー プ １ ６ ２ を 含
ん で 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ １ に 示 す 構 造 の 装 置 １ ２ ０ は 、 図 ２ ７ 、 図 ２ ８ で 詳 述 し た 方 法
と 同 様 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ス テ ン ト は 、 例 え ば 、 前 述 の 図 ４ 、 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ １ 、 図 １ ２ で 示 し た よ う に 平 ら に
開 拡 （ 展 開 ） す る こ と が で き 、 或 い は 前 述 の 図 ５ 、 図 １ ０ で 示 し た よ う に ３ 次 元 に 開 拡 （
展 開 ） す る こ と も で き る 。 図 ３ ４ ～ 図 ３ ６ は 、 筋 膜 組 織 に よ り 形 成 さ れ た 自 己 移 植 片 を 採
用 す る ３ 次 元 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 示 し て い る 。 図 ３ ４ は 、 修 復 の 必 要 な 開 口 部 分 が あ る 線
維 輪 ２ ０ ６ と 髄 核 ２ ０ ３ と で 構 成 さ れ る 椎 間 板 を 取 り 囲 む 上 方 椎 体 ２ ０ ２ と 、 下 方 椎 体 ２
０ ４ と を 示 し て い る 。 図 示 し た 本 発 明 の 一 実 施 例 に 従 え ば 、 縫 合 糸 ２ １ ０ を 線 維 輪 外 部 （
後 方 ） か ら 線 維 輪 壁 に 開 い た 開 口 ２ ０ ８ の 一 方 の 縁 を 介 し て 前 方 へ と 通 す 。 つ ま り 、 縫 合
糸 ２ １ ０ は 修 復 の 必 要 な 開 口 部 分 に 通 さ れ る 。 次 に 、 縫 合 糸 を 線 維 輪 壁 に 開 い た 開 口 ２ ０
８ の 反 対 側 の 縁 を 介 し て 後 方 へ 戻 し 、 そ の 縫 合 糸 を 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 残 し て
ル ー プ 又 は ス リ ン グ ２ １ ２ を 形 成 す る 。 図 ３ ４ の 右 図 は 後 面 図 を 示 し て い る 。 こ の 後 面 図
の よ う に ２ 以 上 の 縫 合 糸 を 適 用 す る こ と が で き る 。 次 に 、 図 ３ ５ に 示 し た よ う に 、 例 え ば
鉗 子 ２ １ ６ 等 を 用 い て 、 筋 膜 自 己 移 植 片 ２ １ ４ を 、 開 口 ２ ０ ８ を 通 じ て 修 正 の 必 要 な 線 維
輪 開 口 部 分 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 図 ３ ６ に 示 し た よ う に 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に
設 け た 縫 合 糸 ス リ ン グ ２ １ ２ 内 に 、 筋 膜 ス テ ン ト ／ パ ッ チ ２ １ ４ を 完 全 に 挿 入 す る 。 開 口
の 閉 鎖 は 、 図 ３ ７ に 示 し た よ う に 、 線 維 輪 壁 方 向 に 自 己 移 植 片 ２ １ ４ を 引 き 寄 せ る こ と で
達 成 さ れ る 。 縫 合 糸 ２ １ ０ を 固 く 結 び （ ２ １ ８ ） 又 は 縛 る こ と で 、 こ の 閉 鎖 状 態 が 維 持 さ
れ て 、 パ ッ チ ／ ス テ ン ト が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 パ ッ チ は 、 折 り 畳 ま れ る こ と が で き 、 及 び 、 単 一 平 面 状 態 又 は ３ 次 元 状 態 に 展 開 （ 開 拡
） す る こ と が で き る 。 例 え ば 図 ２ ４ 、 図 ２ ５ 及 び 図 ４ １ に 示 し た よ う に 、 パ ッ チ は 、 該 パ
ッ チ が 単 一 素 材 で あ る か 又 は 複 合 素 材 で あ る か に か か わ ら ず 、 横 方 向 に 折 り 畳 ま れ る こ と
が で き る 。 他 の 一 実 施 例 と し て は 、 図 １ に 示 し た よ う に 縦 方 向 に 折 り 畳 ま れ る こ と が で き
、 ま た 、 図 ２ ６ に 示 し た よ う に 長 手 方 向 に 折 り 畳 ま れ る こ と も で き る 。 他 の 方 法 と し て は
、 図 １ ３ ～ 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ に 示 し た よ う に 、 ３ 次 元 的 に 折 り 畳 ま れ る こ と が で き る 。 ３
次 元 状 態 に 開 拡 す る 装 置 は 、 例 え ば 、 ゼ ラ チ ン シ ェ ル 、 「 ジ ェ ル キ ャ ッ プ （ gelcap） 」 、
生 体 吸 収 性 （ biosorbable） の メ ッ シ ュ 又 は 溶 解 性 素 材 等 の 保 持 用 ジ ャ ケ ッ ト で パ ッ ケ ー
ジ 化 さ れ て 、 配 置 （ 挿 入 ） 及 び こ れ に 続 く 開 拡 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ３ ６ に 示 し た よ う に 、 パ ッ チ は 、 例 え ば ス テ ン ト が ジ ェ ル キ ャ ッ プ で あ れ ば 、 自 己 移
植 片 又 は Dacron（ 登 録 商 標 ） 等 の 合 成 素 材 で 形 成 さ れ た 単 一 要 素 で 構 成 す る こ と が で き る
。 ま た 、 パ ッ チ は 複 数 要 素 で 構 成 す る こ と も で き る 。 ス テ ン ト の 一 例 （ 図 示 略 ） と し て は
、 例 え ば 「 球 （ Bulb） 」 等 、 天 然 の 無 強 制 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 す る こ と が 可 能 な シ リ
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コ ー ン ゴ ム 等 の 高 分 子 材 料 で 形 成 す る こ と が で き る 。 球 を よ り 薄 く し て 伸 長 さ せ た 第 ２ 形
状 に 引 き 延 ば す た め に 、 例 え ば 、 ス タ イ レ ッ ト 又 は プ ッ シ ュ ロ ッ ド を 球 の 内 部 に 挿 入 す る
こ と が で き る 。 こ の 第 ２ 形 状 は 、 線 維 輪 開 口 内 に 配 置 す る た め に 充 分 な も の と す る 。 修 復
の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 装 置 を 配 置 し た 状 態 で プ ッ シ ュ ロ ッ ド を 取 り 除 く と 、 球 は 負 荷
の な い 自 然 な 状 態 に 置 か れ 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に お い て 、 大 き な 容 積 を 有 す る
こ と が で き る よ う に な る 。 本 一 実 施 例 で は シ リ コ ー ン を 採 用 し た が 、 天 然 の 無 強 制 形 状 で
あ っ て 、 装 置 を 送 出 す る 張 力 下 で 第 ２ 形 状 を 有 す る ニ チ ノ ー ル （ Nitinol） を 寄 り 合 わ せ
た 装 置 な ど の 金 属 構 成 体 を 、 採 用 す る こ と も で き る 。 一 方 、 こ れ と は 逆 の シ ナ リ オ に よ り
同 一 目 的 を 達 成 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 他 の 一 実 施 例 に よ れ ば 、 装 置 は 、 負 荷 が な
い 状 態 で 伸 長 さ れ た 第 １ 形 状 、 及 び 、 負 荷 下 で 第 ２ の よ り 大 き な 形 状 を 有 す る こ と が で き
る 。 こ の 一 実 施 例 に お い て 、 装 置 を 機 械 的 に 移 動 さ せ る た め に 使 用 さ れ る ス タ イ レ ッ ト 又
は ロ ッ ド の 一 部 は 、 開 拡 要 素 を 負 荷 が か か っ た 状 態 に 保 持 す る た め に 残 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 複 数 の 要 素 は 、 装 置 の 開 拡 を 補 助 す る フ レ ー ム と 、 生 体 適 合 性 及 び 組 織 の 内 成 長 を 得 る
た め の 被 覆 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 種 々 の フ レ ー ム 形 状 と し て は 、 例 え ば 、 ニ チ ノ ー ル
又 は 複 数 の ワ イ ヤ 等 の ワ イ ヤ 素 材 で 構 成 さ れ た 開 拡 可 能 な 「 蝶 」 の 形 状 又 は 「 図 ８ 」 に 示
し た 形 状 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 一 実 施 例 と し て の フ レ ー ム 部 材 ５ ０ ２ を 図 ４ １ Ａ ～ 図 ４ １
Ｅ に 示 し て あ る 。 勿 論 、 他 の 構 成 と し て 、 菱 形 形 状 や 、 他 の 円 形 又 は 多 角 形 形 状 を 採 用 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 菱 形 フ レ ー ム は 、 よ り 小 さ な 第 １ 形 状 を 採 る こ と が で き る と 共 に 、
よ り 大 き な フ レ ー ム に 開 拡 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 菱 形 要 素 は 一 本 又 は 複 数 の ワ イ ヤ で
構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 材 を 、 開 拡 可 能 な よ う に そ の 各 端 部 が 可 動 可 能 に 固 定 さ
れ る 要 素 を 持 た せ て 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 テ ザ ー 又 は 取 付 装 置 ５ ０ ４ に は 、 縫
合 糸 、 ワ イ ヤ 、 ネ ジ 又 は 公 知 の 他 の 取 付 手 段 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 フ レ ー ム は 、 例 え ば 図 ３ １ に 示 し た よ う に 、 同 一 目 的 を 達 成 す る た め フ ラ ッ ト ス ト ッ ク
の ニ チ ノ ー ル 等 の 単 一 素 材 を 切 断 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 形 状 は 、 公 知 の
方 法 、 例 え ば レ ー ザ 切 断 等 を 用 い て フ ラ ッ ト ス ト ッ ク か ら 切 り 出 す こ と が で き る 。 ま た 、
公 知 の 熱 成 形 ス テ ッ プ を 用 い て 、 例 え ば 図 ２ ７ に 示 し た よ う な 、 ス ト ッ ク 素 材 の 平 面 か ら
突 出 さ せ た バ ー ブ １ ３ ２ を 有 す る 形 状 を 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 他 の フ レ ー ム 構 成 と し て は 螺 旋 又 は コ イ ル 形 状 が あ る 。 「 コ イ ル 」 形 状 は 、 例 え
ば 、 ば ね 鋼 、 又 は 、 よ り 小 さ な 第 １ の 「 巻 回 し （ wound） 」 形 状 に よ り 巻 き 上 げ ら れ る と
共 に 、 よ り 大 き な 巻 か れ て い な い 形 状 、 又 は 、 ほ ど か れ た 形 状 に 開 拡 す る 他 の 生 体 適 合 性
素 材 で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 前 述 し た フ レ ー ム に お け る 開 口 部 分 の サ イ ズ に 従 っ て 、 該 開 口 サ イ ズ を 覆 う カ バ ー を 設
け る こ と が で き 、 又 は 設 け な い よ う に し て も よ い 。 こ れ は 、 装 置 を 配 置 し た 後 に 椎 間 板 の
内 部 空 間 か ら 髄 核 を 再 脱 出 さ せ な い よ う に す る た め 、 及 び 、 装 置 を 周 囲 組 織 に 自 然 に 結 合
さ せ る 基 質 と し て 機 能 さ せ る た め で あ る 。 カ バ ー を 、 ePTFE、 ポ リ エ ス テ ル 、 シ リ コ ー ン
又 は 他 の 生 体 適 合 性 素 材 等 を 含 ん で 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ バ ー は 、 例 え ば コ ラ
ー ゲ ン 、 セ ル ロ ー ス 、 自 己 移 植 片 、 異 種 移 植 片 、 同 種 移 植 片 又 は そ の 他 の 類 似 物 質 な ど の
天 然 素 材 を 含 む こ と も で き る 。 さ ら に 、 カ バ ー に は 、 例 え ば ポ リ ビ ニ ー ル 乳 酸 等 の 本 来 的
な 生 体 分 解 性 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 被 覆 さ れ て い な い フ レ ー ム は 、 多 孔 性 の パ ッ チ の よ う に 透 過 性 を 有 す る と よ く 、 液 体 や
栄 養 素 が パ ッ チ を 介 し て 線 維 輪 内 に 及 び 線 維 輪 外 に 透 過 す る 通 常 の 移 動 を 許 容 す る と 共 に
、 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 孔 よ り も 大 き な 髄 核 片 を 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 の 内 側 に 維 持
さ せ る 。 フ レ ー ム を 構 成 す る 素 材 に 応 じ て 、 パ ッ チ に 対 す る 組 織 の 内 成 長 を 促 す 表 面 処 理
を 施 す よ う に す る と よ い 。 例 え ば 、 装 置 表 面 に チ タ ニ ウ ム ス パ ッ タ リ ン グ を 施 す と 、 該 装
置 と 椎 間 板 内 部 組 織 と の 結 合 を よ り 容 易 な も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 組 織 の 内 成 長
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を 促 進 さ せ る た め に 、 パ ッ チ 外 表 面 に Niti又 は タ ン タ ル 泡 （ tantalum foam） を 添 加 す る
こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 装 置 が 第 １ 形 状 か ら 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 を 塞 ぎ 及 び 髄 核 の 再 脱 出 を 減 少 さ せ る
第 ２ 形 状 に 開 拡 す る こ と を 可 能 に す る パ ッ チ の 様 々 な 装 置 設 計 が 存 在 す る こ と は 明 か で あ
る 。 以 下 の 装 置 概 念 に は 、 椎 間 板 線 維 輪 を 修 復 す る 装 置 及 び ／ 又 は シ ス テ ム の 一 実 施 例 を
さ ら に 追 加 す る こ と が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 前 述 し た よ う に 、 本 発 明 に 従 う ス テ ン ト ／ パ ッ チ は 多 く の 筋 膜 自 己 移 植 片 で 構 成 さ れ 、
該 自 己 移 植 片 は 、 本 明 細 書 で 記 載 す る と こ ろ の 「 嚢 」 を 形 成 す る 素 材 で 構 成 さ れ た カ バ ー
に 収 容 さ れ る 。 勿 論 、 こ の 用 語 は 必 ず し も ５ 面 で 閉 じ た コ ン テ ナ を 指 す た め に 使 用 さ れ る
必 要 は な く 、 パ ッ チ ／ ス テ ン ト 素 材 の 体 積 を 柔 軟 に 包 囲 し て 間 隙 を 介 し て 操 作 さ れ る こ と
を 可 能 に す る た め も の と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 最 も 簡 易 な 形 態 と し て 、 前 述 の 筋 膜 移 植 片 を 保 持 す る 「 ス リ ン グ 」 を 形 成 す る た め に 、
縫 合 糸 で 構 成 さ れ る 組 立 装 置 を 使 用 す る 。 こ の よ う な 自 己 移 植 片 を 保 持 す る 縫 合 糸 の 簡 易
な 配 置 上 の 利 点 は 、 移 植 の 間 及 び そ の 後 に お け る 自 己 移 植 片 の 保 持 及 び 制 御 が 優 れ て い る
点 に あ る 。 「 ス リ ン グ 」 又 は 「 嚢 」 は 、 筋 膜 自 己 移 植 片 を 定 位 置 に 保 持 す る た め に 、 当 該
筋 膜 自 己 移 植 片 を 包 囲 す る 。 な お 、 筋 膜 自 己 移 植 片 の 代 わ り に 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル メ
ッ シ ュ な ど の 他 の 素 材 を 使 用 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ３ ８ は 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 組 み 立 て 前 の ス リ ン グ ３ ０ ０ を 示 し て い る 。 こ の 一 実
施 例 で は 、 ３ 本 の 縫 合 糸 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ６ を 使 用 す る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 ３ 本 以
上 又 は そ れ 以 下 の 縫 合 糸 の 使 用 が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 カ ラ ー 部 材 ３ ０ ８
は 、 縫 合 糸 を 取 り 付 け る た め の 孔 又 は 他 の 特 徴 を 有 し て い る 。 本 一 実 施 例 で は 、 第 ３ 縫 合
糸 ３ ０ ６ は 、 カ ラ ー ３ ０ ８ に 沿 っ て 又 は そ の 内 側 に 通 さ れ て 、 該 カ ラ ー ３ ０ ８ の 横 方 向 延
伸 部 か ら 伸 長 す る ル ー プ を 形 成 す る 。 第 １ 縫 合 糸 ３ ０ ２ 及 び 第 ２ 縫 合 糸 ３ ０ ４ は 、 カ ラ ー
３ ０ ８ の 上 部 及 び 下 部 か ら 伸 長 す る ル ー プ を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。 交 叉 部 ３ １ ０ は 、 縫 合 糸
の 小 ル ー プ 又 は 結 び 目 、 小 フ ァ ブ リ ッ ク 取 付 部 品 、 又 は 固 定 を 補 助 す る た め に 縫 合 糸 上 に
設 け ら れ る 、 グ ロ メ ッ ト に 似 た 小 プ リ フ ォ ー ム 装 置 等 を 持 つ 各 ル ー プ を 相 互 に 固 定 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 公 知 の 他 の 結 び 目 を 形 成 す る テ ク ニ ッ ク を 採 用 す る こ と も で き る 。 次
に 、 図 ３ ９ を 参 照 す る 。 カ ラ ー は 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に あ り 、 ル ー プ は 筋 膜 自 己
移 植 片 ３ １ ４ を 包 囲 し て い る 。 こ の 閉 鎖 方 法 で は 、 縫 合 糸 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ６ を 近 位
に 引 き 寄 せ る こ と で 、 筋 膜 自 己 移 植 片 ３ １ ４ が 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 壁 に 接 触 し て 圧 潰
さ れ る 。 本 一 実 施 例 で は 、 縫 合 糸 を 、 公 知 の 素 材 、 例 え ば 、 生 体 分 解 性 、 生 体 吸 収 性 （ bi
oresorbable又 は bioabsorable） 等 に よ る 合 成 吸 収 糸 （ Vicryl） 又 は 生 体 適 合 性 ナ イ ロ ン
等 で 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ ラ ー を 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル な ど の フ ァ ブ リ ッ ク 素
材 で 形 成 す る こ と が で き る 。 自 己 移 植 片 を 配 置 す る 際 、 幾 つ か の 又 は 各 々 の 縫 合 糸 の 一 端
は 、 線 維 輪 壁 の 上 部 に 通 さ れ 、 他 端 は 開 口 側 縁 壁 の 下 部 に 通 さ れ る 。 線 維 輪 壁 に ス リ ン グ
を 設 け た 後 、 該 ス リ ン グ 内 に 筋 膜 自 己 移 植 片 が 配 置 さ れ る 。 そ の 後 、 縫 合 糸 は 、 開 口 周 り
の 組 織 を 引 き 寄 せ る と 共 に 開 口 の 再 接 近 を 補 助 す る た め に 、 し っ か り と 締 め ら れ る 。 こ こ
で 、 カ ラ ー の サ イ ズ は 、 必 要 と さ れ る 再 接 近 の 程 度 に 従 っ て 、 外 科 医 の 判 断 に 基 づ き 選 択
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 他 の 構 成 と し て 、 例 え ば 、 図 ４ ０ に 示 し た よ う に 、 膨 張 可 能 な ポ リ テ ト ラ フ ル オ ル エ チ
レ ン （ PTFE） で 形 成 さ れ た 「 嚢 」 ４ ０ ４ を 、 前 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 採 用 す る こ と が
で き る 。 嚢 は 、 線 維 輪 ４ ０ ２ の 開 口 を 経 て 椎 間 板 内 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 開 口 ４ ０ ８ の 背
後 に 一 方 向 シ ー ル （ one way seal） ４ ０ ６ を 配 置 さ せ る 。 該 シ ー ル を 該 当 箇 所 に 配 置 す る
た め に 、 噴 門 弁 を 導 入 す る た め の 縫 合 テ ク ニ ッ ク が 用 い ら れ る 。 な お 、 同 一 目 的 を 達 成 す
る 多 数 の 構 成 が 存 在 し 、 本 一 実 施 例 は あ く ま で も 一 具 体 例 に す ぎ な い 。
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【 ０ １ ０ ８ 】
　 前 述 し た も の に 加 え て 、 線 維 輪 の 修 復 の 必 要 な 開 口 部 分 に 装 置 を 固 定 す る 多 様 な 方 法 が
存 在 す る 。 以 下 に 詳 述 す る 一 実 施 例 は 、 縫 合 糸 を 用 い 及 び 結 び 目 を 形 成 す る 場 合 と 比 較 し
て 、 パ ッ チ を 固 定 す る た め に 要 求 さ れ る 時 間 及 び ス キ ル を 低 減 さ せ る 様 々 な 種 類 の テ ク ニ
ッ ク で あ る 。 該 テ ク ニ ッ ク は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 提 供 す る た め に 導 入 さ れ る 。 前 述 し た
各 実 施 例 で は 、 例 え ば 、 図 １ で は 、 ス ロ ッ ト １ ８ を 介 し て 線 維 輪 に パ ッ チ を 固 定 す る 、 縫
合 糸 、 ス テ ー プ ル 及 び 他 の 固 定 装 置 等 の 使 用 を 詳 述 し た 。 ま た 、 図 ２ ０ で は 、 線 維 輪 へ の
固 定 を 容 易 に す る た め に ス テ ン ト 上 に 設 け た 「 バ ー ブ 」 の 使 用 を 示 し た 。 シ ン プ ル な 一 実
施 例 と し て は 、 図 ２ ０ に 示 し た よ う に 、 パ ッ チ ／ ス テ ン ト が 、 圧 縮 さ れ 、 図 ２ ２ 、 ２ ３ に
示 し た チ ュ ー ブ １ ８ 、 １ ８ Ａ 等 の ガ イ ド チ ュ ー ブ を 通 過 さ せ ら れ 、 修 復 の 必 要 な 開 口 部 分
で 開 拡 す る も の が あ る 。 図 ４ ２ は 、 バ ー ブ ６ ０ ４ を 備 え る 開 拡 パ ッ チ ６ ０ ２ 、 着 脱 可 能 な
送 出 具 ６ ０ ８ 及 び ガ イ ド チ ュ ー ブ ６ ０ ６ を 示 し て い る 。 図 ４ ３ に 示 し た よ う に 、 パ ッ チ ６
０ ２ が 開 拡 す る と 、 該 パ ッ チ ６ ０ ２ に 設 け ら れ た バ ー ブ ６ ０ ４ は 、 パ ッ チ が 後 方 に 引 っ 張
ら れ る こ と で 、 そ の パ ッ チ を 線 維 輪 ６ １ ２ の 内 壁 ６ １ ０ に 固 定 さ せ る 。 こ の 場 合 、 バ ー ブ
６ ０ ４ は 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 刺 さ る 。 ガ イ ド チ ュ ー ブ ６ ０ ６ を 前 方 に 押 し 進
め る と 、 バ ー ブ ６ ０ ４ が 線 維 輪 へ と 更 に 刺 し 込 ま れ 、 線 維 輪 の 内 側 及 び 外 側 の 組 織 を 互 い
に 引 き 寄 せ 、 椎 間 板 に お け る 開 口 の 両 周 縁 を 再 接 近 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 パ ッ
チ の 配 置 後 、 送 出 具 及 び ガ イ ド チ ュ ー ブ が 取 り 除 か れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 一 実 施 例 に お け る 利 点 は 、 組 織 を 互 い に 引 き 寄 せ る 場 合 、 線 維 輪 へ の パ ッ チ の 配 置
及 び 固 定 を 、 非 常 に 短 時 間 で 、 か つ 少 な い ス キ ル で 行 え る 点 に あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 パ ッ チ の 素 材 に は 前 述 し た も の と 同 様 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。 ア ン カ リ ン グ （
anchoring） バ ー ブ は 、 金 属 素 材 （ 例 え ば 、 NiTi合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 又 は チ タ ニ ウ ム 等 ）
、 又 は 高 分 子 材 料 （ 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 等 ） な ど の 生
体 適 合 性 素 材 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ン カ リ ン グ バ ー ブ は 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸
（ PGA:polyglycolic acid） 、 polylevolactic酸 （ PPLA:polylevolactic acid） 、 ポ リ ジ
オ キ サ ノ ン （ PDA:polydioxanone） 又 は ラ セ ミ ポ リ 乳 酸 （ PDLLA:racemic polylactic acid
） 等 の 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性 素 材 で あ っ て も よ い 。 バ ー ブ に 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性 素
材 を 含 有 さ せ る と 、 当 該 バ ー ブ は 、 治 癒 過 程 中 に 、 パ ッ チ が 線 維 輪 に 取 り 込 ま れ る の に 充
分 な 期 間 に つ い て 、 充 分 な 保 持 強 度 を 有 す る 。 図 ４ ２ 、 図 ４ ３ の 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性
ア ン カ リ ン グ バ ー ブ が 有 す る 有 利 な 効 果 は 、 線 維 輪 に パ ッ チ が 取 り 込 ま れ た 後 に は 、 バ ー
ブ が 提 供 す る 固 定 が 不 要 に な る 点 に あ る 。 し か し 、 線 維 輪 の 外 面 に 向 け て 刺 し 込 ま れ た バ
ー ブ は 、 そ の 移 動 に よ り 線 維 輪 の 外 側 を 貫 通 し 、 場 合 に よ っ て は 神 経 根 及 び 脊 髄 管 に 突 き
当 た る と い っ た 長 期 的 な リ ス ク を 有 す る 。 こ の 点 に 関 し て は 、 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性 バ
ー ブ を 用 い る こ と に よ り 、 前 述 し た よ う に 及 び 有 利 に そ の 長 期 的 な リ ス ク を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 バ ー ブ は 、 生 体 適 合 性 要 素 及 び 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性 要 素 の 双 方 で 形 成 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 バ ー ブ の 先 端 の み を 生 体 分 解 性 素 材 で 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の バ ー ブ
に よ れ ば 、 非 常 に 鋭 い 先 端 に よ り 線 維 輪 壁 は 貫 通 さ れ る が 、 分 解 が 進 行 す る と 、 バ ー ブ 先
端 は 丸 み を 帯 び る よ う に な る 。 本 一 実 施 例 に よ れ ば 、 先 端 は 、 パ ッ チ が 取 り 込 ま れ る と 瘢
痕 形 成 を 誘 発 さ せ る こ と は な く 、 線 維 輪 を 貫 通 し て 神 経 根 に 至 る と い っ た リ ス ク を も 回 避
す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 他 の 固 定 手 段 は 、 線 維 輪 壁 、 椎 体 （ 上 位 、 下 位 、 又 は 双 方 ） 、 シ ャ ー ピ 線 維 （ Sharpey'
s Fiber） （ 線 維 輪 と 椎 体 の 接 合 部 分 間 の 膠 原 線 維 ） を 通 る 「 ア ン カ リ ン グ バ ン ド 」 を 含
む 。 以 下 、 詳 述 す る ア ン カ ー の 一 実 施 例 で は 、 バ ー ブ 又 は バ ン ド は 線 維 輪 ／ 椎 体 ／ シ ャ ー
ピ 線 維 に 付 着 さ せ ら れ る 。 縫 合 糸 、 締 付 糸 又 は ス テ ー プ ル な ど の 他 の 構 成 要 素 が 、 パ ッ チ
に ア ン カ ー バ ン ド を 取 り 付 け る た め に 利 用 さ れ 、 こ れ に よ り パ ッ チ を 線 維 輪 内 壁 に 近 接 し
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て 保 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら バ ン ド は 開 口 組 織 を 再 接 近 さ せ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 前 述 し 図 ９ に 示 し た 装 置 を 固 着 す る 、 バ ー ブ を 使 用 す る 一 実 施 例 を 再 び 取 り 上 げ る 。 バ
ー ブ 又 は 骨 ア ン カ ー ネ ジ ５ ０ 、 ５ ２ を 、 下 位 又 は 上 位 の 椎 体 ５ ４ 、 ５ ６ に そ れ ぞ れ ね じ 込
む 。 次 に 、 縫 合 糸 を 線 維 輪 外 壁 か ら 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 通 す 。 そ の 後 、 こ の 縫
合 糸 を 骨 ア ン カ ５ ２ の 小 穴 ５ ３ に 通 し て 、 線 維 輪 を 介 し て 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 か
ら 線 維 輪 外 壁 へ と 通 す 。 縫 合 糸 の 下 位 端 も 同 様 に 、 線 維 輪 、 骨 ア ン カ の 小 穴 に 通 し 、 線 維
輪 壁 を 介 し て 再 び 戻 す 。 縫 合 糸 ４ ０ の 両 端 は 締 め ら れ て 結 ば れ る 。 こ の 概 念 に お け る 利 点
は 、 ヘ ル ニ ア 摘 出 処 置 （ 椎 体 ） に よ り 形 成 し た 表 面 に 対 し 、 装 置 を 固 着 可 能 と す る 点 に あ
る 。 他 方 、 自 然 に 生 じ た 裂 け 目 の 位 置 、 サ イ ズ に よ っ て は 、 装 置 を 線 維 輪 に 直 接 固 定 す る
た め に ア ク セ ス 可 能 な 線 維 輪 が 充 分 に 存 在 し な い 場 合 も あ る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 に は 、 固
定 の た め の 位 置 を 提 供 す る こ と に 加 え て 、 椎 体 へ の 固 着 が よ り 安 定 し た 固 着 面 に 提 供 さ れ
る と よ い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 線 維 輪 内 壁 に 装 置 を 固 定 す る 他 の 一 実 施 例 を 、 図 ２ ９ 、 図 ４ ４ ～ 図 ４ ７ に 示 し て あ る 。
前 述 し た よ う に 、 図 ２ ２ ～ 図 ３ ０ に 関 し 、 パ ッ チ １ ２ ０ は 、 送 出 具 １ ２ ２ に 配 置 さ れ 、 ガ
イ ド チ ュ ー ブ １ １ ８ の 内 部 管 腔 を 通 じ て 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 挿 入 さ れ 、 そ の
後 、 開 拡 す る 。 こ の 過 程 は 図 ４ ５ 、 図 ４ ６ に も 示 し て あ る 。 こ こ で 、 パ ッ チ ７ ０ ２ は 、 折
り 畳 ま れ 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ ７ ０ ６ に 通 さ れ 、 送 出 具 ７ ０ ４ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。 ア ン
カ ー バ ン ド 又 は ス テ ー プ ル ７ ０ ９ 及 び ア ン カ ー バ ン ド 送 出 装 置 ７ ０ ８ も 図 示 し て あ る 。 ガ
イ ド チ ュ ー ブ 内 又 は 送 出 具 内 に は 、 パ ッ チ ７ ０ ２ の 中 央 に 取 り 付 け ら れ た 縫 合 糸 又 は 締 付
糸 ７ １ ０ が 存 在 す る 。 こ の 状 態 、 す な わ ち ガ イ ド チ ュ ー ブ ７ ０ ６ を 取 り 除 い た 状 態 を 図 ４
４ Ａ に 示 す 。 図 ４ ５ Ｃ 、 図 ４ ６ Ａ に 見 ら れ る よ う に 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ ７ ０ ６ は 、 パ ッ チ ７
０ ２ が 開 拡 し て 配 置 さ れ た 後 に 格 納 さ れ る 。 次 い で 、 ア ン カ ー バ ン ド 送 出 具 ７ ０ ８ が 、 １
以 上 の 「 バ ン ド 」 ７ ０ ９ を 線 維 輪 の 外 表 面 上 に 送 出 す る た め に 使 用 さ れ る 。 バ ン ド ７ ０ ９
は 、 線 維 輪 か ら 抜 き 出 す こ と が で き な い 形 状 の バ ー ブ を 有 し て お り 、 該 バ ー ブ と 共 に 線 維
輪 壁 に 固 着 さ れ る 。 ア ン カ ー バ ン ド は 「 ス テ ー プ ル 」 に 似 た 構 造 で あ る 。 バ ン ド は 、 実 際
に は 、 ２ つ の バ ー ブ 要 素 を 連 結 し 、 又 、 例 え ば 、 該 ２ つ の バ ー ブ 要 素 間 に 縫 合 糸 を 設 け て
構 成 さ れ た も の で あ る 。 バ ー ブ 及 び バ ー ブ 間 の 連 結 バ ン ド を 同 一 素 材 又 は 異 な る 素 材 で 構
成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ア ン カ ー バ ン ド の バ ー ブ 部 分 を 、 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性
素 材 （ 例 え ば 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 等 ） や 、 金 属 又 は 高 分 子 材 料 （ 例 え ば 、 チ タ ニ ウ ム 、 Ni
Ti合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 ） で 形 成 す る こ と が で き る 。 一
方 、 複 数 の バ ー ブ を 連 結 す る バ ン ド を 、 バ ー ブ と 同 様 の 素 材 で 、 又 は 、 異 な る 素 材 で 形 成
す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 連 結 バ ン ド は 、 合 成 吸 収 糸 （ Vicryl） 等 の 生 体 分 解 性 ／ 生 体
吸 収 性 の 縫 合 糸 、 又 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 こ れ ら の 要 素 は 、 線 維 輪 に 固 着 し て 、 固 定 部 分 を 形 成 し 、 パ ッ チ を 修 復 の 必 要 な 線
維 輪 壁 付 近 に 引 き 寄 せ る と い っ た 目 的 が 達 成 さ れ る よ う に 、 素 材 を 複 合 さ せ て 形 成 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ４ ４ Ｂ 、 図 ４ ４ Ｃ は 、 ア ン カ ー バ ン ド 送 出 具 ７ ０ ８ に よ っ て 線 維 輪 ７ １ ２ に 刺 し 込 ま
れ る ア ン カ ー バ ン ド ７ ０ ９ の 配 置 を 示 し て い る 。 図 ４ ６ Ａ 、 図 ４ ６ Ｂ は 、 ア ン カ ー バ ン ド
７ ０ ９ を 線 維 輪 ７ １ ２ の 壁 面 に 刺 し 込 み 、 ア ン カ ー バ ン ド 送 出 具 ７ ０ ８ を 格 納 し 、 パ ッ チ
７ ０ ２ を 保 持 し た ま ま の パ ッ チ 送 出 具 ７ ０ ４ の そ れ ぞ れ の 配 置 を 図 示 し た も の で あ る 。 図
４ ４ Ｄ は 、 縫 合 糸 ７ ０ ９ ’ に よ っ て 連 結 さ れ た 一 対 の ス テ ン レ ス 鋼 の バ ー ブ ７ ０ ９ ” を 備
え る 代 表 的 な ア ン カ ー バ ン ド ７ ０ ９ を 示 し て い る 。 図 ４ ４ Ｅ は 、 線 維 輪 に あ る パ ッ チ と 組
織 を 互 い に 引 き 寄 せ る 前 の 状 態 で あ っ て 、 送 出 具 を 取 り 除 い た 後 の パ ッ チ ７ ０ ２ 、 ア ン カ
ー バ ン ド ７ ０ ９ 、 締 結 糸 又 は 縫 合 糸 ７ １ ０ の 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 一 実 施 例 で は 、 後 述
す る 図 ４ ７ Ｂ に 記 載 さ れ た 締 付 糸 上 に あ る 締 め 付 け 前 の 結 び 目 （ pre-fabricated knot）
７ １ ４ を 図 示 し て い る が 、 他 の 結 び 目 を 使 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 図 ４ ７ Ａ も 、 こ の
装 置 に お け る 結 び 目 ７ １ ４ と 、 線 維 輪 に お け る パ ッ チ 形 成 の 後 面 図 を 示 し て い る 。 こ こ で
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は 、 ス テ ン ト ／ パ ッ チ ７ ０ ２ に お け る ７ ｍ ｍ の 縫 合 糸 ７ ０ ９ で 構 成 さ れ る 一 対 の ル ー プ が
示 さ れ て お り 、 該 ル ー プ は 締 結 糸 と 引 き 結 び で 係 合 し て い る 。 こ れ ら 縫 合 糸 の ル ー プ は 、
図 ４ ４ に 示 し た バ ー ブ に 直 接 に 連 結 さ れ る か 、 外 科 用 ス テ ー プ ル を 輪 に す る か 、 又 は 線 維
輪 に 直 接 に 配 置 さ れ る 。 締 結 糸 上 に 締 め 付 け 前 の 結 び 目 を 予 め 設 け る こ と で 、 結 び 目 を 作
る 必 要 が な く な り 、 修 復 過 程 を 迅 速 な も の と す る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ れ に
よ り 組 織 を 互 い に 引 き 寄 せ る こ と が 容 易 に な る 。 こ の 締 結 糸 及 び 締 め 付 け 前 の 結 び 目 の 使
用 は 、 例 え ば 、 結 び 目 プ ッ シ ャ ー （ knot pusher） 等 の 外 側 チ ュ ー ブ を 押 し つ け る 。 図 ４
４ Ｅ は 、 前 述 し た 図 ２ ９ に お け る 結 び 目 １ ４ ５ を 「 し っ か り と 締 め 付 け る 」 前 の 状 態 と 同
様 の も の を 示 し て い る 。 図 ４ ４ Ｆ は 、 矢 印 Ａ 方 向 に 縫 合 糸 を 引 っ 張 り 、 パ ッ チ 及 び 線 維 輪
組 織 を 互 い に 引 き 寄 せ る 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 結 び 目 プ ッ シ ャ ー は 、 締 結 糸 ７ １
０ か ら 既 に 取 り 除 か れ て い る 。 縫 合 糸 ７ １ ０ を 引 っ 張 る こ と で 、 パ ッ チ ７ ０ ２ が 、 近 位 に
引 き 寄 せ ら れ て 、 線 維 輪 内 壁 に 係 合 し 、 線 維 輪 内 部 か ら 開 口 を 閉 鎖 す る と 共 に 、 線 維 輪 壁
が 互 い に 引 き 寄 せ ら れ て 、 線 維 輪 開 口 が 再 接 近 す る よ う に な る 。 図 ４ ６ Ｃ 、 図 ４ ４ Ｇ は 、
余 り の 縫 合 糸 を 切 除 し た 後 に 、 締 結 糸 又 は 縫 合 糸 ７ １ ０ を 結 び 及 び 線 維 輪 組 織 が 、 互 い に
引 き 寄 せ ら れ た 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 こ の 装 置 、 固 定 及 び 送 出 シ ス テ ム に よ り 、 再 接
近 の 間 に 開 口 の 外 面 も 互 い に 引 き 寄 せ ら れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 バ ン ド と パ ッ チ を 締 め 付 け て 、 線 維 輪 壁 の サ イ ズ 変 化 に 適 応 可 能 な よ う に 、 た る
み を 縮 め る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 開 口 を 囲 む 線 維 輪 壁 の 厚 さ は １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ ま で
変 化 す る 。 従 っ て 、 ア ン カ ー バ ン ド が 一 定 の 長 さ に 設 定 さ れ た 場 合 に は 、 開 口 内 に お け る
バ ン ド の 「 た る み 」 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 締 結 糸 が 線 維 輪 壁 厚 さ の 種 々 の サ イ ズ に 対 応
す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ こ で は 、 パ ッ チ 、 バ ン ド 及 び 組 織 を そ れ ぞ れ 引 っ 張 る た め の 縫 合 糸 と 、 ２ つ の 横 方 向
ア ン カ ー バ ン ド と 、 を 含 む パ ッ チ の 配 置 に つ い て 詳 述 し た が 、 こ の ２ つ の バ ン ド の 使 用 は
、 単 な る 一 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 １ 以 上 の バ ン ド を 使 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 ア ン カ ー バ
ン ド が バ ー ブ に よ り 上 下 方 向 に 配 置 さ れ る 場 合 に つ い て も 説 明 し た 。 当 業 者 は 、 バ ン ド を
開 口 周 囲 の 異 な る 位 置 に 配 置 さ せ る こ と が で き る こ と を 認 識 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 バ ン ド
が 線 維 輪 内 に 配 置 さ れ る 場 合 を 説 明 し た が 、 そ の ア ン カ ー バ ン ド を 、 図 ４ ８ Ａ の 符 号 ８ ０
０ と し て 示 し た 椎 体 に 、 又 は 、 図 ４ ８ Ｂ の 符 号 ８ ０ ４ に お け る シ ャ ー ピ 線 維 ８ ０ ２ に 配 置
す る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の 一 実 施 例 で 述 べ た パ ッ チ は 、 該 パ ッ チ を 線 維 輪 の 内 壁 に 取 り 付 け る た め の バ ー ブ を
有 し て い な い が 、 線 維 輪 内 壁 に 対 す る パ ッ チ の 固 着 を さ ら に 強 化 さ せ る た め に バ ー ブ を 備
え る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 こ れ ま で は 組 織 の 再 接 近 に 適 し た 開 口 を 図 示 し て き た が 、 該 開 口 が 自 然 に 発 生 又
は 外 科 手 術 に よ り 形 成 さ れ る に せ よ 、 そ れ が 比 較 的 大 き い 場 合 も あ り 得 る 。 従 っ て 、 線 維
輪 内 壁 上 の パ ッ チ と 外 壁 上 に 位 置 す る ア ン カ ー バ ン ド と の 間 に 、 組 織 の 成 長 の 足 場 と し て
機 能 す る 追 加 の 素 材 を 、 そ の 開 口 内 に 配 置 す る こ と が 必 要 な 場 合 も あ る 。 開 口 に 充 填 す る
素 材 の 一 例 と し て は 、 傍 脊 椎 筋 膜 組 織 （ para-spinal fascial tissue） の 自 己 移 植 片 、 異
種 移 植 片 又 は そ の 他 の 天 然 膠 原 素 材 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 充 填 材 （ fill
er） は 、 例 え ば Dacron（ 登 録 商 標 ） 等 の 生 体 適 合 性 素 材 で 形 成 す る こ と も で き る 。 図 ５ １
は 、 縫 合 糸 ７ １ ０ を 締 め る 前 の 状 態 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト 材 ７ １ ６ を 開 口 に 充 填 し た 図
を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 一 実 施 例 で は 、 前 述 し た ア ン カ ー バ ン ド ７ ０ ９ （ 線 維 輪 に 刺 し 込 ま れ る ア
ン カ ー バ ン ド ） は 、 線 維 輪 を 貫 通 し 、 さ ら に パ ッ チ を も 貫 通 す る よ う に 充 分 に 長 く 形 成 さ
れ る 。 本 実 施 例 に お け る バ ー ブ は パ ッ チ と 係 合 関 係 に な る 。 こ の 概 念 は 図 ３ ０ に お い て 詳
述 し た 通 り で あ る 。 一 方 、 本 実 施 例 に よ る シ ス テ ム は 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ に 示 し た 通 り で あ る
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。 本 実 施 例 に お い て 、 バ ー ブ が パ ッ チ を 貫 通 す る こ と は 、 移 植 さ れ た 後 に そ の バ ー ブ の 移
動 可 能 性 を 減 少 さ せ る の で 、 さ ら な る 安 全 及 び 安 全 性 を 提 供 す る 。 本 願 発 明 で は 、 組 織 を
互 い に 引 き 寄 せ 、 開 口 周 縁 の 組 織 の 動 き を 抑 制 す る ア ン カ ー バ ン ド に 加 え 、 縫 合 締 結 糸 を
使 用 す る こ と が で き （ 図 ５ ０ 参 照 ） 、 又 は 、 使 用 し な い こ と も で き る （ 図 ３ ０ 参 照 ） 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 さ ら に 、 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ に 示 し た バ ン ド は バ ー ブ 形 状 を 採 用 し て い る が 、 こ れ に 、 パ ッ
チ を 貫 通 さ せ た 後 、 該 パ ッ チ 装 置 ７ ０ ２ か ら 抜 け な い 係 合 関 係 を 備 え さ せ る 場 合 に は 、 図
５ ２ Ｅ に 示 し た よ う に シ ン プ ル な Ｔ 字 状 の バ ー ブ ７ ２ ０ 形 状 や 、 Ｃ 字 状 の 要 素 を 採 用 す る
こ と が で き る 。 Ｔ 字 状 の 取 付 要 素 は 、 縫 合 糸 の 長 手 方 向 に 設 け ら れ て 、 パ ッ チ を 貫 通 す る
。 そ の 後 、 Ｔ 字 部 分 が 回 転 し 、 縫 合 糸 ア ン カ ー が パ ッ チ か ら 抜 け 出 る こ と を 防 止 す る 。 他
の 一 実 施 例 と し て 、 超 弾 性 素 材 で 形 成 さ れ た 「 Ｃ 」 字 状 の 保 持 具 を 、 縫 合 糸 バ ン ド の 終 端
に 採 用 す る よ う に し て も よ い 。 Ｃ 字 状 の 保 持 具 は 、 負 荷 が 加 え ら れ て 直 線 状 に 保 た れ る 針
の 形 態 に さ れ る 。 こ の 針 の 形 態 の ま ま Ｃ 字 状 の 保 持 具 及 び 縫 合 糸 を 、 パ ッ チ に 貫 通 さ せ 、
貫 通 後 に は 、 当 該 保 持 具 が 第 ２ の 「 Ｃ 」 字 状 の 形 状 に 展 開 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 パ ッ チ フ レ ー ム を 覆 う フ ァ ブ リ ッ ク に つ い て 、 該 フ ァ ブ リ ッ ク が ア ン カ ー の 配 置
及 び 固 定 に 役 立 つ よ う に 機 能 す る パ ッ チ 設 計 が 本 発 明 の 範 囲 内 で 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、
ニ チ ノ ー ル 等 の 金 属 で 形 成 さ れ た パ ッ チ の フ レ ー ム に 、 例 え ば 「 窓 （ window） 」 を 設 け る
こ と が で き る 。 つ ま り 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン や Dacron（ 登 録 商 標 ） 等 の メ ッ シ ュ フ ァ ブ リ
ッ ク で 覆 わ れ た 装 置 で は 、 ア ン カ リ ン グ バ ー ブ が パ ッ チ フ レ ー ム の 「 窓 」 に 通 さ れ る 。 こ
の 場 合 、 バ ー ブ は フ レ ー ム を 覆 う フ ァ ブ リ ッ ク 内 で パ ッ チ に 固 定 さ れ る こ と が で き る よ う
に な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 一 方 、 パ ッ チ は 、 パ ッ チ フ レ ー ム の 格 子 に 係 合 す る バ ー ブ が 貫 通 す る こ と で 固 定 さ れ る
。 本 発 明 の こ れ ら の 一 実 施 例 で は 、 バ ー ブ は 垂 直 、 水 平 又 は 十 字 の フ レ ー ム 構 造 ／ 部 材 と
係 合 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 こ の 場 合 、 バ ー ブ は 、 メ ッ シ ュ 又 は 格 子 の フ レ ー ム を 貫 通 し
、 そ の フ レ ー ム 構 造 か ら 後 退 す る こ と は で き な い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 以 上 で は 、 縫 合 糸 に よ っ て 連 結 さ れ た ２ つ の ア ン カ ー で 構 成 さ れ る 「 ア ン カ ー バ ン ド 」
に つ い て 説 明 し た が 、 縫 合 糸 と １ つ の バ ー ブ を 配 置 し 、 該 バ ー ブ を パ ッ チ に 貫 さ せ て 設 置
し た 後 、 線 維 輪 の 外 面 で 、 そ の 縫 合 糸 の 端 部 を バ ー ブ に 結 び つ け る こ と も で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 前 述 し た 設 計 の 目 的 は 、 シ ス テ ム に お け る 「 た る み を 引 っ 張 り 上 げ る 」 方 法 を 、 縫 合 糸
の 長 さ 調 節 及 び ア ン カ ー バ ン ド の た め に 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 で は 、 ア ン カ ー バ ン
ド と 共 に 、 パ ッ チ の 設 計 に 組 み 込 ま れ る 縫 合 糸 を 引 っ 張 る 手 段 と し て 、 「 ラ ッ ソ 締 結 結 び
（ Lasso Cinch Kno） 」 を 開 発 し た 。 図 ５ ３ は 、 ラ ッ ソ の 一 実 施 例 の 使 用 を 示 し た も の で
あ る 。 本 質 的 に は 、 「 パ ッ チ を 貫 通 す る バ ー ブ 」 構 成 が 組 み 込 ま れ た パ ッ チ 及 び フ レ ー ム
構 造 を 用 い る 。 一 旦 、 バ ー ブ を パ ッ チ に 貫 通 さ せ る と 、 内 部 ラ ッ ソ ７ ２ ２ を ア ン カ ー バ ン
ド の 縫 合 糸 周 り に き つ く 引 っ 張 り 、 こ れ に よ り パ ッ チ 内 の 余 分 な 縫 合 糸 （ suture materia
l） が 引 っ 張 ら れ る よ う に な る 。 内 部 ラ ッ ソ は 、 バ ン ド の 縫 合 糸 を 寄 せ 集 め 、 ラ ッ ソ が 締
め ら れ る と 、 バ ン ド の 縫 合 を 互 い に 締 め 付 け る 。 従 っ て 、 こ れ ら が 締 め 付 け ら れ 及 び た る
み が 取 り 除 か れ る こ と に な り 、 パ ッ チ ／ ス テ ン ト が 線 維 輪 壁 に 近 接 し 又 は き つ く 結 合 さ れ
る よ う に な る 。 ま た 、 図 ５ ３ の パ ッ チ に は 菱 形 形 状 の 格 子 パ タ ー ン が 設 け ら れ て い る 。 こ
の 格 子 パ タ ー ン は 、 プ ロ ー ブ 又 は こ れ に 類 似 す る 器 具 を 小 抵 抗 で 通 過 さ せ 、 バ ー ブ 又 は 他
の 器 具 の 制 止 機 能 に 対 し て は 抵 抗 を 与 え る 格 子 を 有 利 に 提 供 す る 。 図 示 し た フ レ ー ム は 、
ニ チ ノ ー ル で 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 配 置 の 際 に 、 図 中 央 に 示 し た 係 止 又 は 保 持 窓 は 、
ｚ 軸 周 り の 回 転 を 可 能 に す る 。 例 え ば 、 結 び 目 プ ッ シ ャ ー 等 の 引 き 結 び テ ク ニ ッ ク を 使 用
す る こ と に よ り 、 ラ ッ ソ に よ る ル ー プ の 引 っ 張 り 過 程 が 補 助 さ れ る よ う に な る 。 内 部 ル ー
プ （ ラ ッ ソ ） は 、 パ ッ チ フ レ ー ム の 外 縁 部 で ル ー プ を 保 持 す る た め に 、 パ ッ チ ／ ス テ ン ト
の 外 側 角 部 に 縫 い つ け る こ と が で き る 。 ラ ッ ソ の 結 び 目 を 締 め る 場 合 、 ル ー プ は 、 フ レ ー
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ム を 縫 い つ け た 取 付 部 分 の 幾 つ か 又 は 全 て か ら 自 由 に 引 き 寄 せ ら れ る こ と が で き 、 ラ ッ ソ
を 締 め 付 け る 際 に フ レ ー ム の 平 坦 形 状 が 変 形 す る こ と を 防 止 す る 。 前 述 の よ う に 、 フ レ ー
ム は 、 メ ッ シ ュ フ ァ ブ リ ッ ク の 幾 つ か の 種 類 と 共 に 、 複 合 構 造 又 は サ ン ド イ ッ チ 形 状 を 採
用 す る こ と が で き る 。 近 位 の メ ッ シ ュ フ ァ ブ リ ッ ク は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン な ど の 接 着 剤
が 使 用 さ れ て 、 パ ッ チ フ レ ー ム と 完 全 に 接 着 さ せ ら れ る 。 接 着 剤 は 、 プ ロ ー ブ の 貫 通 を 容
易 に し 及 び 縫 合 糸 を 保 護 す る た め に 、 格 子 パ タ ー ン の 隙 間 に 充 填 さ れ る 。 縫 合 糸 を 保 護 す
る こ と は 、 一 群 の バ ン ド 縫 合 糸 を 互 い に 引 っ 張 り 、 束 ね る た め に 、 ラ ッ ソ を 用 い た 場 合 に
有 利 で あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 縫 合 糸 ７ １ ０ ’ を ス テ ン ト ／ パ ッ チ に 予 め 取 り 付 け る こ と が 含 ま れ
る 。 図 ５ ２ Ａ に 示 し た 、 線 維 輪 ７ １ ２ に 刺 し 込 ま れ た 幾 つ か の 分 離 バ ー ブ ７ ０ ９ ’ ’ ’ を
パ ッ チ ７ ０ ２ に 直 接 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 図 ５ ２ Ａ の 各 「 バ ー ブ 」 は 、 パ ッ チ を 展
開 さ せ た 後 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 線 維 輪 に 配 置 さ れ 刺 し 込 ま れ る 。 こ の バ ー ブ ７ ０ ９ ’ ’ ’
は 、 図 ５ ５ の バ ー ブ ７ ０ ９ ” ” を 含 む 一 実 施 例 と 類 似 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 パ ッ チ ９ ０ ２ を 固 着 さ せ 、 裂 け 目 又 は 切 開 部 分 を 再 接 近 さ せ る 他 の 一 実 施 例 と し て 、 図
５ ６ に 示 し た よ う に 種 々 の 長 さ を 有 す る 縫 合 糸 が 結 ば れ た 複 数 の 分 離 バ ー ブ を 提 供 す る 。
各 々 独 立 し た 縫 合 糸 バ ー ブ ９ ０ ４ は 、 バ ー ブ 送 出 具 ９ ０ ８ に よ り 線 維 輪 ９ ０ ６ 乃 至 パ ッ チ
９ ０ ２ に 刺 し 込 ま れ て 配 置 さ れ る 。 こ の 配 置 後 に 、 パ ッ チ 送 出 具 ９ １ ２ を 出 る 自 由 端 が 引
っ 張 ら れ る こ と に よ り 、 全 て の 縫 合 糸 ９ １ ０ が 引 っ 張 ら れ る 。 係 止 要 素 ９ １ ４ は 、 ガ ス ケ
ッ ト ９ １ ５ 及 び ス レ ッ デ ィ ン グ の 各 機 構 と し て 用 い ら れ る 。 該 係 止 要 素 ９ １ ４ は 、 パ ッ チ
９ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 縫 合 糸 ９ １ ０ の 遠 位 端 部 付 近 で 、 ガ ス ケ ッ ト ９ １ ６ を 固 定
す る た め に 使 用 さ れ る 。 次 に 、 パ ッ チ 送 出 具 ９ １ ２ を 取 り 除 き 、 余 分 な 縫 合 糸 を 切 り 詰 め
る 。 ま た 、 ガ ス ケ ッ ト 機 構 は パ ッ チ に 対 す る 縫 合 糸 の 固 定 を 提 供 す る た め に 圧 入 さ れ る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 或 い は 、 図 ５ ７ に 示 し た よ う な 係 止 機 構 を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 係 止 要 素 ９
１ ４ ’ に お け る 係 合 は パ ッ チ 上 で 行 わ れ る 。 矢 印 Ｂ 方 向 に 縫 合 糸 ９ １ ０ を 引 っ 張 る こ と に
よ り 、 パ ッ チ の 固 着 及 び 再 接 近 を 促 進 す る 張 力 が か か り 、 縫 合 糸 ９ １ ０ に 締 め 付 け 及 び 係
止 保 持 を 与 え る 。 ２ つ の ア ン カ ー 間 に お け る 長 さ 調 節 可 能 な 縫 合 糸 バ ン ド に よ り ア ン カ ー
９ １ ６ 、 ９ １ ６ 間 の た る み を 取 り 除 く こ と が で き る よ う に な る 。 本 一 実 施 例 で は ２ つ の Ｔ
字 状 の ア ン カ ー を 図 示 し た が 、 種 々 異 な る 形 状 の ア ン カ ー を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、
本 一 実 施 例 で は 、 係 止 部 分 を 、 図 示 の よ う に 特 徴 の あ る バ ン ド に 設 け た の で 、 ア ン カ ー 部
材 を 実 質 的 に 一 方 向 に 係 止 す る こ と が で き る 。 こ の 調 節 機 能 に よ れ ば 、 様 々 な 患 者 の 線 維
輪 厚 さ に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。 本 一 実 施 例 に お け る 縫 合 糸 の た る み は 、 線 維 輪 の 欠
損 箇 所 を 閉 鎖 す る べ く 、 及 び ／ 又 は 、 前 述 し た よ う に 複 数 の 張 力 を 縫 合 糸 バ ン ド に か け る
第 ２ の 締 め 付 け に よ り ア ン カ ー 間 に お け る バ ン ド を 短 く す る た め に 、 取 り 除 か れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 締 結 糸 及 び ラ ッ ソ の 概 念 に お け る 本 質 は 、 迅 速 且 つ 単 純 な 手 法 で 互 い の 組 織 を 再 接 近 及
び 引 き 寄 せ る こ と を 容 易 に す る こ と に あ る 。 「 張 力 」 要 素 の 他 の 一 実 施 例 に は 、 装 置 を 固
定 す る ア ン カ ー バ ン ド の 一 部 と し て 使 用 さ れ る 弾 性 カ ッ プ ラ が 含 ま れ る 。 こ の 弾 性 カ ッ プ
ラ は 配 置 の た め に 開 拡 し 、 解 放 さ れ る と 、 組 織 を 引 き 寄 せ る た め の 張 力 を 形 成 す る 。 ま た
、 カ ッ プ ラ は 、 生 体 適 合 性 金 属 、 ポ リ マ ー で 形 成 す る こ と が で き 、 生 体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収
性 素 材 で 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 同 様 に 、 ア ン カ ー を 設 置 し た 後 、 装 置 に 張 力 を 生 じ さ せ 、 組 織 を 引 き 寄 せ る 一 実 施 例 は
、 一 端 が ア ン カ ー バ ン ド に 取 り 付 け ら れ 、 他 端 が パ ッ チ に 取 り 付 け ら れ る 弾 性 バ ン ド 又 は
バ ネ 付 き バ ン ド を 含 む こ と が で き る 。 或 い は 、 ア ン カ ー バ ン ド を 、 バ ー ブ 間 に お け る 弾 性
バ ン ド と し て 形 成 し 、 又 は バ ー ブ 間 に お け る バ ネ 付 き 要 素 と し て 包 含 す る こ と も で き る 。
こ の よ う な 一 実 施 例 は 、 い わ ゆ る 「 ボ バ ー ス プ リ ン グ （ bobber spring） 」 の よ う に 形 成
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す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 弾 性 又 は バ ネ 要 素 は 、 多 様 な 素 材 、 例 え ば 、 高 分 子 材 料 や 生
体 分 解 性 ／ 生 体 吸 収 性 素 材 な ど で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 ５ ９ は メ ッ シ ュ シ ー ル 形 態 を 採 用 し た パ ッ チ 要 素 １ ０ ０ ２ の 一 実 施 例 を 示 し て い る 。
固 定 は 、 線 維 輪 １ ０ ０ ６ の 内 部 表 面 に 侵 入 す る バ ー ブ 要 素 １ ０ ０ ４ を 備 え た フ ッ ク に よ っ
て 行 わ れ る 。 こ の フ ッ ク （ バ ー ブ ） １ ０ ０ ４ の 内 部 結 合 部 は 、 線 維 輪 外 面 と パ ッ チ に 近 接
す る 内 部 表 面 と の 間 に 張 力 を か け 、 線 維 輪 組 織 を 互 い に 引 き 寄 せ る よ う に し て 、 パ ッ チ に
取 り 付 け ら れ て い る 。 パ ッ チ ／ ス テ ン ト １ ０ ０ ２ は 、 ニ チ ノ ー ル 又 は 他 の バ ネ 素 材 等 か ら
形 成 可 能 な バ ネ リ ボ ン 要 素 １ ０ ０ ８ を 含 ん で い る 。 フ ッ ク １ ０ １ ０ は 、 線 維 輪 を 「 つ か む
（ grab） 」 た め に 使 用 さ れ 、 図 示 し た よ う に 開 口 １ ０ １ ２ に 侵 入 す る か 、 又 は 開 口 １ ０ １
２ を 把 持 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 ５ ４ Ａ ～ 図 ５ ４ Ｆ は 、 各 縫 合 糸 を そ れ ぞ れ 引 っ 張 り 、 線 維 輪 の 内 側 組 織 と 外 側 組 織 間
に 張 力 を か け る 手 段 に つ い て の 他 の 一 実 施 例 を 示 し て い る 。 ア ン カ ー バ ン ド 、 す な わ ち Ｔ
字 状 の バ ー ブ ７ ２ ０ ’ は 、 線 維 輪 及 び パ ッ チ に 貫 通 さ れ て 設 置 さ れ 、 パ ッ チ ７ ０ ２ に 固 定
さ れ る 。 ア ン カ ー バ ン ド の 縫 合 糸 に お け る 「 た る み 」 は 、 送 出 具 ７ ０ ４ ’ の 取 り 外 し 可 能
部 分 周 り に 巻 き 付 け ら れ 、 及 び 、 ネ ジ ７ ２ ６ が パ ッ チ に 固 定 さ れ る 位 置 に お い て 、 係 止 要
素 、 例 え ば 、 図 示 し た ネ ジ 要 素 ７ ２ ４ が 余 分 な 縫 合 糸 を 係 止 す る た め に 使 用 さ れ る 。 そ の
後 、 送 出 具 ７ ０ ４ ’ が 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ５ ８ は 、 縫 合 糸 及 び 締 結 糸 の 異 な る 構 成 に よ っ て 「 ア ン カ リ ン グ バ ー ブ 」 を 締 め 付 け
る 他 の 一 実 施 例 を 示 し て い る 。 例 え ば 、 図 ５ ８ Ｂ に お け る 各 々 独 立 し た バ ー ブ に は 、 そ れ
ぞ れ 縫 合 糸 の ル ー プ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら ル ー プ に は 、 結 び 目 の あ る 締 結 糸 が 通 さ れ
て い る 。 線 維 輪 内 に 、 或 い は パ ッ チ に 貫 通 さ せ て バ ー ブ を 設 置 し た 後 、 締 結 糸 が バ ー ブ に
設 け ら れ た ル ー プ と 共 に 引 っ 張 ら れ る 。 こ の 一 実 施 例 に よ る 有 利 な 効 果 は 、 各 々 独 立 し て
配 置 さ せ た 複 数 の バ ー ブ を 全 て 一 斉 に 引 っ 張 る こ と が で き る 点 に あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 前 述 の 締 結 糸 は 、 縫 合 糸 の 長 さ を 「 固 定 」 す る た め に 結 び 目 を 利 用 し た が 、 図 ５ ７ に 示
し た よ う に 、 他 の 機 構 に よ り 長 さ を 固 定 す る こ と も で き る 。 縫 合 糸 長 さ の 固 定 は 機 械 要 素
を 介 し て 達 成 さ れ る 。 機 械 要 素 は 、 縫 合 糸 に 取 り 付 け ら れ た ３ 次 元 要 素 と 係 合 す る バ ー ブ
上 に 設 け ら れ て お り 、 縫 合 糸 は 、 バ ー ブ 上 の 係 合 要 素 に 機 械 的 に 圧 入 さ れ て い る 。 こ れ ら
に よ り 縫 合 糸 の 長 さ が き ち ん と 固 定 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ５ ７ 、 図 ５ ８ を 参 照 し て １ つ の 固 定 機 構 （ 例 え ば 、 締 結 線 に 設 け た 結 び 目 ） を 採 用 す
る 一 実 施 例 を 詳 述 し た が 、 開 口 周 り の 組 織 を 再 接 近 さ せ 及 び 引 き 寄 せ る １ 以 上 の 固 定 要 素
を 採 用 す る と い っ た 多 様 な 構 成 も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 更 な る 例 示 的 な 一 実 施 例 と し て 、 例 え ば 、 図 ４ １ Ｅ に 図 示 し た よ う な 概 念 を 以
下 に 詳 述 す る 。 図 ６ ０ ～ 図 ６ ６ に 示 し た 、 本 発 明 の 更 な る 一 実 施 例 で あ る 編 み パ ッ チ １ １
０ ０ は 、 髄 核 の 脱 出 に 対 す る バ リ ア と し て 機 能 す る よ う に 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 空 間 に 配
置 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 「 パ ッ チ 」 １ １ ０ ０ は 、 糸 状 体 １ １ ０ ２ を 編 み 込 ん だ 編 み 込 み チ ュ ー ブ か ら 形 成 さ れ る
。 編 み 込 み チ ュ ー ブ の 各 端 部 １ １ ０ ４ は 、 組 ひ も が ほ ど け な い よ う に ヒ ー ト シ ー ル さ れ 、
こ の シ ー ル に よ り 、 パ ッ チ を 配 置 し た 場 合 に 、 該 パ ッ チ の 完 全 な 構 造 が 提 供 さ れ る 。 こ の
構 造 を 形 成 す る た め に 、 編 み 機 械 が 、 多 数 の 糸 状 体 １ １ ０ ２ を 編 み 込 ん で 、 編 み パ ッ チ １
１ ０ ０ を 形 成 す る 。 例 え ば 、 パ ッ チ は 、 線 維 輪 壁 を 介 し て 配 置 さ れ た 後 、 欠 損 し た 線 維 輪
内 で 直 ち に 展 開 し 、 装 置 へ の 細 胞 内 殖 を 促 進 し 、 及 び 、 ア ン カ ー を 維 持 す る 前 記 構 造 を 形
成 す る た め に 、 ７ ２ 本 の ポ リ エ ス テ ル 糸 状 体 が 編 ま れ て 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 パ ッ チ に
お け る 糸 状 体 １ １ ０ ２ の 数 、 糸 状 体 の 材 質 、 糸 状 体 の 大 き さ （ 例 え ば 、 直 径 ） と 同 様 に 糸
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状 体 の 構 造 （ 例 え ば 、 断 面 領 域 ） を 変 更 し 、 又 は 、 編 む パ タ ー ン を 変 え て 、 パ ッ チ の 特 性
に お け る 相 違 を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 編 み パ ッ チ は 、 標 準 の ス テ ィ ガ ー ブ レ ー ダ （
Steeger braider） 、 又 は 、 こ れ に 類 似 す る 、 一 度 に １ ６ 本 、 最 高 １ ９ ６ 本 の 糸 状 体 を ど
こ か ら で も 編 む こ と が で き る タ イ プ の 編 み 機 械 で 形 成 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 パ
ッ チ は 、 ３ ２ 本 ～ １ ４ ４ 本 の 糸 状 体 で 編 ま れ て 形 成 さ れ る と よ い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 パ ッ チ の 糸 状 体 １ １ ０ ２ は 、 種 々 の 材 質 で 形 成 す る こ と が で き 、 又 は 、 糸 状 体 の 全 て を
、 パ ッ チ の 材 質 及 び 寸 法 と 同 様 に し て 形 成 す る こ と も で き る 。 糸 状 体 は 、 金 属 、 例 え ば 、
ス テ ン レ ス 鋼 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 又 は 他 の 金 属 素 材 な ど か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 パ ッ チ １ １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ
ピ レ ン な ど の 生 体 適 合 性 高 分 子 材 料 か ら 形 成 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 パ ッ チ に は 、 例
え ば 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 （ PGA:polyglycolic acid） 、 ポ リ 乳 酸 （ PLA:polylactic acid）
、 又 は 、 時 間 の 経 過 と 共 に 分 解 し て 身 体 に 吸 収 さ れ る 他 の 素 材 等 の 生 体 分 解 性 素 材 を 編 み
込 ん で 形 成 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 さ ら に ま た 、 複 数 の 素 材 及 び ／ 又 は 複 数 の 寸 法 を 有 す る 糸 状 体 を パ ッ チ １ １ ０ ０ に 編 む
こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 パ ッ チ は 、 線 維 輪 を シ ー リ ン グ す る た め に 最 適 な パ ッ チ を 形
成 す る た め に 、 ポ リ マ ー PET素 材 で 形 成 さ れ た ３ ２ 本 の 糸 状 体 と 、 ポ リ エ ス テ ル 糸 素 材 で
形 成 さ れ た ３ ２ 本 の 糸 状 体 と 、 を 編 み 込 ん で 形 成 す る こ と が で き る 。 異 な る 糸 状 体 素 材 、
サ イ ズ 、 断 面 構 成 、 糸 状 体 の 数 及 び 編 み 込 み パ タ ー ン の 組 み 合 わ せ を 、 修 復 の 必 要 な 線 維
輪 空 間 に 送 出 さ れ て 開 口 を 治 癒 さ せ る 足 場 と し て 機 能 す る 編 み パ ッ チ の 構 造 に 採 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 編 み パ ッ チ は 、 比 較 的 小 さ な 線 維 輪 壁 の 開 口 を 通 し て 配 置 す る こ と が で き 、 該 配 置 後 に
は 、 開 口 よ り も 実 質 的 に 大 き な 寸 法 に 膨 張 す る こ と が で き る 点 で 有 利 で あ る 。 例 え ば 、 直
径 ５ ｍ ｍ 未 満 の 編 み 込 み チ ュ ー ブ を 、 完 全 に 膨 張 し た 状 態 で は 、 例 え ば 、 ２ ０ ｍ ｍ よ り 大
き く な る よ う に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ６ ２ を 参 照 す る と 、 配 置 さ れ て い な い 編 み パ ッ チ １ １ ０ ０ は 、 パ ッ チ 送 出 具 １ ２ ０ ０
の 遠 位 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 編 み パ ッ チ １ １ ０ ０ は 、 送 出 具 の 送 出 部 材
と 同 軸 上 に 位 置 し て い る 。 こ の 取 付 メ カ ニ ズ ム の 詳 細 を 図 ６ ３ に 示 し て あ る 。 図 ６ ３ を 参
照 す れ ば 、 編 み パ ッ チ １ １ ０ ０ は 、 内 部 送 出 部 材 １ ２ ０ ２ の 遠 位 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。
パ ッ チ の ヒ ー ト セ ッ ト さ れ た 遠 位 カ フ １ １ ０ ４ は 、 内 部 送 出 部 材 １ ２ １ ６ の 遠 位 領 域 上 の
く ぼ ん だ 範 囲 に 位 置 さ せ ら れ て い る 。 送 出 部 材 １ ２ １ ６ の 遠 位 部 は 、 図 ６ ５ に 示 し た よ う
に 溝 が 設 け ら れ て お り 、 配 置 さ れ て い な い 状 態 で 、 そ れ ぞ れ 離 れ た 内 部 送 出 部 材 が 形 成 す
る 溝 部 を 押 圧 す る よ う に 機 能 す る 同 軸 保 持 部 材 １ ２ ０ ８ を 含 み 、 こ れ に よ り 、 パ ッ チ の 遠
位 カ フ １ １ ０ ４ を 、 内 部 送 出 部 材 １ ２ ０ ２ の 遠 位 領 域 上 に 固 定 す る こ と が で き る よ う に な
る 。 パ ッ チ の 近 位 部 は 、 ア ウ タ ー プ ッ シ ャ ー 部 材 １ ２ ０ ４ に 、 当 接 及 び 接 触 す る 。 配 置 さ
れ て い な い 状 態 に お い て 、 送 出 装 置 は 、 線 維 輪 の 開 口 に 挿 入 さ れ る 。 一 旦 、 線 維 輪 開 口 に
挿 入 さ れ る と 、 送 出 装 置 １ ２ ０ ０ の ア ウ タ ー プ ッ シ ャ ー 部 材 １ ２ ０ ４ が 、 装 置 の 遠 位 端 部
方 向 に 押 さ れ る と 共 に 、 内 部 送 出 部 材 １ ２ ０ ２ が 、 近 位 に 引 っ 張 ら れ る 。 こ の よ う な 方 法
に よ り 、 各 部 材 を 作 動 さ せ る こ と で 、 図 ６ １ 及 び 図 ６ ４ に 示 し た よ う に 、 編 み パ ッ チ が 、
チ ュ ー ブ 軸 に 対 し て 略 垂 直 に 拡 げ ら れ る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 一 旦 、 パ ッ チ １ １ ０ ０ が 、 完 全 に 膨 張 し た 状 態 に 拡 げ ら れ る と 、 パ ッ チ の 遠 位 端 部 及 び
近 位 端 部 に 接 続 さ れ た 締 結 糸 １ ２ １ ２ は 、 締 め ら れ 及 び 、 例 え ば 、 ロ ー ダ ー 結 び （ Roeder
 knot） な ど で 結 ば れ 、 膨 張 構 造 に あ る 編 み パ ッ チ を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 。 な お 、
締 結 結 び 目 １ ２ １ ４ を 有 す る 図 示 し た 装 置 は 、 パ ッ チ を 線 維 輪 に 固 定 す る 手 段 を 採 用 す る
こ と で 、 係 止 要 素 を 不 要 と す る こ と を 可 能 に す る 。 ま た 、 係 止 手 段 を 不 要 と す る こ と も 可
能 で あ る 。 こ の 係 止 手 段 の 代 替 と し て は 、 編 み パ ッ チ が 膨 張 し た 形 状 を 維 持 で き れ ば 、 ど
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の よ う な 手 段 で あ っ て も 可 能 で あ る 。 結 び 目 プ ッ シ ャ ー １ ２ １ ０ は 、 装 置 を 係 止 し て い る
結 び 目 １ ２ １ ４ を 処 理 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 一 旦 、 装 置 パ ッ チ が 、 線 維 輪 及 び 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 空 間 内 で 最 終 形 態 に 膨 張 す る と 、
保 持 部 材 は 、 該 保 持 部 材 の 近 位 端 部 が 近 位 方 向 に 摺 動 さ れ て 引 っ 張 ら れ る こ と に よ り 、 遠
位 部 の 内 部 部 材 か ら 取 り 除 か れ る 。 保 持 部 材 を 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 パ ッ チ の 遠 位 カ フ
を 保 持 し て い る 部 分 の 圧 力 が 軽 減 さ れ 、 そ の パ ッ チ が 、 送 出 装 置 の 遠 位 端 部 か ら 摺 動 可 能
な よ う に 外 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 こ れ に よ り 、 パ ッ チ は 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 空 間 内
で 拡 が る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 ６ ６ に 示 し た よ う に 、 パ ッ チ １ １ ０ ０ は 、 送 出 装 置 に よ る パ ッ チ の 配 置 の 前 後 い ず れ
に お い て も 内 面 に 固 着 さ れ る 。 ま た 、 こ の パ ッ チ を 、 本 願 の 他 の 部 分 で 説 明 し た 様 々 な 固
定 手 段 に よ っ て 、 線 維 輪 の 内 面 に 固 着 さ せ る こ と も で き る 。 例 え ば 、 線 維 輪 及 び パ ッ チ を
貫 通 す る 、 図 ２ ９ に 示 し た ア ン カ ー バ ン ド を 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 空 間 に パ ッ チ を 固 定 す
る た め に 採 用 す る こ と が で き る 。 バ ン ド １ ３ １ ４ （ 例 え ば 、 縫 合 糸 ） を 有 す る １ つ の Ｔ 字
状 の ア ン カ ー １ ３ １ ０ が 、 線 維 輪 １ ３ ０ ６ を 通 し て 送 出 さ れ て 、 線 維 輪 の 外 面 上 に お け る
縫 合 部 分 に あ る パ ッ チ １ １ ０ ０ を 、 結 び 目 、 外 科 用 綿 撒 糸 、 又 は 、 他 の 固 定 装 置 １ ３ １ ６
に よ っ て 、 そ の 外 面 に 固 定 さ せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 パ ッ チ を 、 例 え ば 、 シ ア ノ ア
ク リ レ ー ト 、 フ ィ ブ リ ン 接 着 剤 、 ポ リ マ ー タ ン パ ク 質 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 又 は 、 修 復 の 必 要
な 線 維 輪 空 間 内 の 位 置 で パ ッ チ を 硬 化 さ せ る た め に 用 い る 他 の 物 質 な ど の 接 着 剤 の 使 用 を
通 じ て 、 線 維 輪 の 内 面 に 固 着 さ せ る こ と も で き る 。 パ ス １ ３ １ ２ は 、 脊 椎 骨 を 貫 通 し て 保
持 さ れ る 、 パ ッ チ に お け る Ｔ 字 状 の ア ン カ ー 部 材 １ ３ １ ０ の 他 の 縫 合 可 能 な パ ス を 示 し て
い る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ス テ ン ト 又 は パ ッ チ を 線 維 輪 に 固 着 す る た め の 適 切 な 装 置 は 、 本 願 の 出 願 人 と 同 一 出 願
人 に よ っ て 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 に 出 願 さ れ 、 出 願 継 続 中 の 米 国 特 許 出 願 番 号 １ ０ ／
３ ２ ７ ， １ ０ ６ 号 に 開 示 さ れ て お り 、 こ こ で の 内 容 は 、 参 照 に よ っ て 本 願 に 組 み 込 ま れ る
。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 こ の 設 計 に お け る 有 利 な 点 は 、 糸 状 体 の 大 き さ 、 構 成 、 素 材 、 編 み 込 み パ タ ー ン 、 及 び
、 糸 状 体 の 数 な ど 、 正 し い 選 択 が 与 え ら れ る と 、 線 維 輪 の 修 復 の 必 要 な 箇 所 に 容 易 に 送 出
す る こ と が で き 、 椎 間 板 空 間 内 に 存 続 す る 負 荷 の た め に 必 要 と さ れ る 機 械 的 一 体 性 を 維 持
す る と 共 に 、 欠 損 し た 線 維 輪 の 形 状 に 適 合 す る 柔 軟 性 を 有 す る こ と に あ る 。 他 の 利 点 と し
て は 、 素 材 、 糸 状 体 の 構 成 、 編 み 込 み 、 寸 法 の 考 慮 、 及 び 、 多 数 の 糸 状 体 の 織 り 方 な ど 、
適 切 な 選 択 が な さ れ る と 、 配 置 さ れ た 状 態 で 、 線 維 症 を 取 り 込 み 、 及 び 、 欠 損 し た 線 維 輪
の 線 維 化 の 治 療 に 貢 献 す る パ ッ チ を 形 成 す る こ と が で き る こ と で あ る 。 最 後 に 、 パ ッ チ は
、 配 置 し た 状 態 に お い て 、 編 み 込 み 糸 状 体 を 介 し て １ 以 上 の ア ン カ ー バ ン ド を 容 易 に 受 け
止 め る こ と が で き る と 共 に 、 固 定 装 置 を パ ッ チ に 通 し た 後 、 Ｔ 字 状 の ア ン カ ー や 他 の 類 似
形 状 の 固 定 装 置 を 維 持 す る こ と が で き る よ う に 、 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 以 上 で 言 及 し 又 は 引 用 し た 全 て の 特 許 は 、 本 願 明 細 書 の 明 確 な 教 示 と 共 に 本 願 明 細 書 と
矛 盾 し な い 範 囲 内 で 参 照 よ っ て 組 み 込 ま れ る 。 そ れ ら 特 許 に は 、 米 国 特 許 第 ５ ， １ ０ ８ ，
４ ３ ８ 号 明 細 書 （ Stoneに よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ５ ８ ， ０ ４ ３ 号 明 細 書 （ Stoneに
よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ０ ４ ， ２ ６ ０ 号 明 細 書 （ Ray等 に よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第
５ ， ９ ６ ４ ， ８ ０ ７ 号 明 細 書 （ Gan等 に よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ４ ９ ， ３ ３ １ 号 明
細 書 （ Ducheyne等 に よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第 ５ ， １ ２ ２ ， １ ５ ４ 号 明 細 書 （ Rhodes等 に よ
る 発 明 ） 、 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ０ ４ ， １ ０ ６ 号 明 細 書 （ Schepers等 に よ る 発 明 ） 、 米 国 特 許
第 ５ ， ８ ８ ８ ， ２ ２ ０ 号 明 細 書 （ Felt等 に よ る 発 明 ） 及 び 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ７ ６ ， １ ２ ０
号 明 細 書 （ Sarver等 に よ る 発 明 ） が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
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　 本 発 明 の 実 施 に 際 し 、 当 業 者 に と っ て 公 知 で あ る 種 々 の 素 材 を 用 い る こ と が で き る 。 例
示 に 過 ぎ な い が 、 ス テ ン ト の 本 体 部 分 を NiTi合 金 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 及 び ポ リ エ チ レ ン を 含
む プ ラ ス チ ッ ク 、 ス テ ン レ ス 鋼 及 び そ の 他 の 生 体 適 合 性 金 属 、 ク ロ ム コ バ ル ト 合 金 、 コ ラ
ー ゲ ン 等 で 形 成 す る こ と が で き る 。 水 掻 き 素 材 に は 、 シ リ コ ー ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ePTFE、 D
acron（ 登 録 商 標 ） 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 及 び 他 の 生 体 適 合 性
素 材 等 を 含 ま せ る こ と が で き 、 そ の 水 掻 き 素 材 を 織 り 込 み 又 は 織 り 込 ま な い よ う に し て 形
成 す る こ と が で き る 。 膜 は 、 シ リ コ ー ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 SURLYN、 PEBAX、
ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 又 は 他 の 生 体 適 合 性 素 材 等 で 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 膜
の た め の 膨 張 流 体 に は 、 ガ ス 、 流 体 、 発 泡 体 、 エ マ ル ジ ョ ン を ふ く ま せ る こ と が で き 、 生
体 活 性 （ bioactive） 素 材 で 構 成 す る か 又 は 生 体 活 性 素 材 を 含 ん で 構 成 す る こ と も で き 、
さ ら に 、 機 械 的 、 生 化 学 的 及 び 医 療 的 な 目 的 を 持 た せ て 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ス
テ ン ト 本 体 、 水 掻 き 素 材 及 び ／ 又 は 膜 は 、 医 療 に お け る 移 植 分 野 で 知 ら れ た 薬 剤 溶 出 性 又
は 生 体 適 合 性 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 例 は 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 願 明 細 書 の 記 載 を 考 慮 し 及 び 本 明 細 書
に 開 示 さ れ た 本 発 明 を 実 施 す る こ と で 明 か で あ る 。 ま た 、 本 明 細 書 及 び 各 実 施 例 は 、 単 な
る 例 示 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 真 の 範 囲 及 び 精 神 は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 定 め ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 線 維 輪 ス テ ン ト の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 線 維 輪 ス テ ン ト の 側 面 図 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト の 正 面 図 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト の 正 面 図 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト の 正 面 図 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 椎 間 板 線 維 輪 に お け る 開 口 の 第 １ の 閉 鎖 を 示 す 図 。
【 図 ８ Ａ 】 ス テ ン ト を 用 い た 第 １ の 閉 鎖 を 示 す 図 。
【 図 ８ Ｂ 】 ス テ ン ト を 用 い た 第 １ の 閉 鎖 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 椎 体 に 設 け た 固 定 箇 所 を 利 用 し 、 線 維 輪 ス テ ン ト を 椎 間 板 線 維 輪 に 縫 合 す る 方 法
を 示 す 図 。
【 図 １ ０ Ａ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 で 開 拡 す る 、 軟 性 嚢 を 備 え た 線 維 輪 ス テ ン ト の 実 施 例 を 示 す
図 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 で 開 拡 す る 、 軟 性 嚢 を 備 え た 線 維 輪 ス テ ン ト の 実 施 例 を 示 す
図 。
【 図 １ １ Ａ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ て 開 拡 す る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 １ １ Ｂ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ て 開 拡 す る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 １ １ Ｃ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ て 開 拡 す る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 １ １ Ｄ 】 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ て 開 拡 す る 線 維 輪 ス テ ン ト を 示 す 図 。
【 図 １ ２ Ａ 】 線 維 輪 ス テ ン ト に 設 け た 柔 軟 嚢 の 膨 張 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 線 維 輪 ス テ ン ト に 設 け た 柔 軟 嚢 の 膨 張 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン ト の 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト の 第 １ の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト の 第 ２ の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ Ａ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト が 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ る 状 態 を 示 す 図
。
【 図 １ ６ Ｂ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト が 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ る 状 態 を 示 す 図
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。
【 図 １ ６ Ｃ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト が 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 さ れ る 状 態 を 示 す 図
。
【 図 １ ７ Ａ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト を 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 す る 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ Ｂ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト を 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 す る 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ Ｃ 】 図 １ ３ に 示 し た 線 維 輪 ス テ ン ト を 椎 間 板 線 維 輪 内 に 挿 入 す る 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ Ａ 】 軟 性 嚢 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ Ｂ 】 軟 性 嚢 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ９ Ａ 】 軟 性 嚢 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他 の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ９ Ｂ 】 軟 性 嚢 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他 の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 径 方 向 延 伸 部 上 に バ ー ブ を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 開 拡 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ２ １ 】 圧 縮 可 能 な コ ア を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他 の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 線 維 輪 ス テ ン の 挿 入 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ に 示 し た 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ ４ 】 ス テ ン ト を 近 位 方 向 に 反 ら し 状 態 で 、 図 ２ ２ 及 び 図 ２ ３ の 装 置 と 共 に 使 用 す る
送 出 具 を 示 す 図 。
【 図 ２ ５ 】 ス テ ン ト を 遠 位 方 向 に 反 ら し 状 態 で 、 図 ２ ２ 及 び 図 ２ ３ の 装 置 と 共 に 使 用 す る
送 出 具 を 示 す 図 。
【 図 ２ ６ 】 線 維 輪 ス テ ン ト を 近 位 方 向 及 び 遠 位 方 向 に 部 分 的 に 反 ら し た 状 態 で 、 図 ２ ２ 及
び 図 ２ ３ の 装 置 と 共 に 使 用 す る 送 出 具 を 示 す 図 。
【 図 ２ ７ 】 バ ー ブ 形 状 に お け る 、 つ か む 機 能 及 び 固 定 装 置 を 備 え る ス テ ン ト 装 置 を 示 す 図
。
【 図 ２ ８ 】 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 展 開 さ せ た 図 ２ ７ の ス テ ン ト 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ２ ９ 】 第 ２ の バ ー ブ を 備 え た 固 定 装 置 を 採 用 す る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他 の 実 施 例
を 示 す 図 。
【 図 ３ ０ 】 第 ２ の バ ー ブ を 備 え た 固 定 装 置 の 他 の 例 を 採 用 す る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他
の 実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ １ 】 フ ラ ッ ト ス ト ッ ク を 機 械 加 工 し た 金 属 板 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト の 更 な る 他 の
実 施 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ２ Ａ 】 ヘ ル ニ ア 状 態 に あ る 椎 間 板 の 斜 視 図 。
【 図 ３ ２ Ｂ 】 図 ３ ２ Ａ の 椎 間 板 か ら ヘ ル ニ ア を 摘 出 処 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ３ Ａ 】 椎 間 板 か ら ヘ ル ニ ア を 摘 出 し た 状 態 を 示 す 上 面 図 。
【 図 ３ ３ Ｂ 】 切 開 部 を 示 す 椎 間 板 の 後 方 側 面 図 。
【 図 ３ ４ 】 縫 合 糸 を 用 い て 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に ス リ ン グ を 形 成 し た 状 態 を 示 す
概 略 図 。
【 図 ３ ５ 】 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 圧 縮 し た 自 己 移 植 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を 導 入 す る
概 略 図 。
【 図 ３ ６ 】 線 維 輪 内 で 膨 張 さ せ た 図 ３ ５ に 示 し た 自 己 移 植 片 の 概 略 図 。
【 図 ３ ７ 】 縫 合 糸 を 締 め 付 け て 線 維 輪 開 口 を 再 接 近 さ せ 、 図 ３ ５ に 示 し た ス テ ン ト ／ パ ッ
チ を 線 維 輪 壁 方 向 に 引 き 寄 せ た 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ３ ８ 】 椎 間 板 線 維 輪 の 修 復 に 用 い る カ ラ ー の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ８ に 示 し た カ ラ ー を 椎 間 板 線 維 輪 の 修 復 に 用 い た 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ０ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 含 む 嚢 の 使 用 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ １ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る フ レ ー ム を 示 す 図 。
【 図 ４ １ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る フ レ ー ム を 示 す 図 。
【 図 ４ １ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る フ レ ー ム を 示 す 図 。
【 図 ４ １ Ｄ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る フ レ ー ム を 示 す 図 。
【 図 ４ １ Ｅ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る フ レ ー ム を 示 す 図 。
【 図 ４ ２ 】 バ ー ブ を 備 え た 開 拡 可 能 な パ ッ チ を 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 開 口 部 分 に 配 置 す る 方
法 を 示 す 図 。
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【 図 ４ ３ 】 図 ４ ２ に 示 し た パ ッ チ を 線 維 輪 の 内 壁 に 固 定 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｄ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｅ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｆ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ Ｇ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 挿 入 及 び 開 拡 し た 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ を
固 定 し 、 開 口 を 再 接 近 さ せ る 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ５ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ５ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ５ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ６ Ａ 】 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て 図 ４ ５ に 示 し た 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示
す 概 略 図 。
【 図 ４ ６ Ｂ 】 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て 図 ４ ５ に 示 し た 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示
す 概 略 図 。
【 図 ４ ６ Ｃ 】 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て 図 ４ ５ に 示 し た 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示
す 概 略 図 。
【 図 ４ ７ Ａ 】 線 維 輪 に パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 縫 合 糸 の 配 置 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ７ Ｂ 】 線 維 輪 に パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 縫 合 糸 の 配 置 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ８ Ａ 】 固 定 用 縫 合 糸 を 椎 体 又 は シ ャ ー ピ 線 維 に 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ８ Ｂ 】 固 定 用 縫 合 糸 を 椎 体 又 は シ ャ ー ピ 線 維 に 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ ９ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ９ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ ９ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 締 結 糸 を 使 用 し て 定 め た 場 所 に 開 拡 可 能 な ス
テ ン ト ／ パ ッ チ を 縛 る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ ０ Ａ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 貫 通 す る バ ー ブ の あ る 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て
図 ４ ９ の 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ ０ Ｂ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 貫 通 す る バ ー ブ の あ る 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て
図 ４ ９ の 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ ０ Ｃ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 貫 通 す る バ ー ブ の あ る 外 科 用 ス テ ー プ ル 装 置 を 使 用 し て
図 ４ ９ の 締 結 糸 を 固 定 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ １ 】 締 結 糸 に よ っ て 縛 ら れ た パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 配 置 す る 際 、 開 口 内 に お け る フ ィ
ラ ー 組 織 の 使 用 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ Ａ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 追 加 の テ ク ニ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ Ｂ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 追 加 の テ ク ニ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ Ｃ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 追 加 の テ ク ニ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ Ｄ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 追 加 の テ ク ニ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ Ｅ 】 パ ッ チ ／ ス テ ン ト を 固 定 す る 追 加 の テ ク ニ ッ ク の 一 例 を 示 す 図 。
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【 図 ５ ３ 】 フ レ ー ム を 備 え る パ ッ チ ／ ス テ ン ト の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ａ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ｂ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ｃ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ｄ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ｅ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ Ｆ 】 固 定 締 め 付 け 機 能 を 備 え る 線 維 輪 ス テ ン ト ／ パ ッ チ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ５ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ６ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ６ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ６ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ７ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ７ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ７ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ８ Ａ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ８ Ｂ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ８ Ｃ 】 本 発 明 の 更 な る 他 の 実 施 例 に 係 る 外 側 固 定 ア ン カ ー を 示 す 図 。
【 図 ５ ９ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る バ ネ に よ る 配 置 を 示 す 図 。
【 図 ６ ０ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 折 り 畳 ま れ た 形 状 の 編 み 装 置 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ６ １ 】 図 ６ ０ に 示 し た 実 施 例 の 膨 張 し た 形 状 を 示 す 軸 方 向 図 。
【 図 ６ ２ 】 図 ６ ０ に 示 し た 実 施 例 の 折 り 畳 ま れ た 状 態 の 装 置 を 送 出 装 置 に 取 り 付 け た 状 態
を 示 す 側 断 面 図 。
【 図 ６ ３ 】 図 ６ ０ に 示 し た 実 施 例 の 折 り 畳 ま れ た 状 態 の 装 置 を 示 す 側 断 面 図 。
【 図 ６ ４ 】 図 ６ ０ に 示 し た 実 施 例 の 膨 張 し た 状 態 の 装 置 を 示 す 側 断 面 図 。
【 図 ６ ５ 】 図 ６ ３ 及 び 図 ６ ４ に 示 し た 送 出 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ６ ６ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 例 に 係 る 、 修 復 の 必 要 な 線 維 輪 に 挿 入 さ れ た 膨 張 し た 状 態
の 装 置 を 示 す 側 面 図 。
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